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け
る
一
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つ
の
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'
>

、
爲
替
政
策
の
類
別
：

‘

一
一
一
、

.
爲

替

政

策

の

動

向

■
’

:四
、
：
通

貨

：
0
交
換
性
ど
ポ
ン
ド
の
地
位
：
‘ 

-

:;
■,
.
:
五
：、
.

交
換
性
の
意
義'

六
、

ィ
ギ
リ
ス
の̂

！̂
政
策
と
，ポ
，
ン
ド
の
交
瓶
性
，

•

■ 

• 

*

.

•

.く.

.

.

.
*
.
.

.
て
ど
：
>
/:
:
;
^

本
稿
は
第
一
ー
次
太
職
以
降
に
於
け
石
世
界
爲
替
硏
究
の
序
說
^
し
て
'
そ
の 

ー
斑
祀
觸
.れ
ょ
う
：七
す
る̂

の
で
あ
る
が
、
ま
ず
笮
の
た
め̂1.
攧
爲
替
政
策
：
 

め
意
義
が
ら
述
ベ
て
幹
こ
う
と
思
久
盡
し
こ
れ
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
、

-'
-結 

局
第一:.1

次
大
雲
に
於
け
る
爲
替®

の
地
位
と
そ
の
'特
徴
を
明
か
に
す
る
所 

以
と
な
る
.が
ら
で
あ
る
。

.
爲

替

政

策(exchange policy)

.は
、

こ
れ
を
端
的
に
言
う
と
、
爲
替
相 

場
に
對
し
て
何
等
か
の
影
響
を
興
え
ょ
う
と
す
る
政
策

.で
あ
る
。

こ
れ
が
、
私

世

界

爲

替

政

策

の

敏

吨

と

若

节

特

徵'

'.
:
匕

-::

(

註1)

が
こ
れ
ま
で
採.

a

て
き
た
解
釋
で
あ•る
。
而
し
て
外
國
爲
替
手
形
並
び
に
そ
の 

他
外
國
に
於
て
資
金
を
取
得
し
得
る

4

切
.の
權
利
を
總
稱
し
だ
廣
義
の
外
國
爲 

替(
D
evise)

：

は
愁
'm
的
に
i

相
場
と
關
連U
、
そ
れ
ら
を
切
離
す
こ
と
は
，
 

..出
来
ない
.の
で
あ
る
か
ら、;:
:
-外
國
爲
替
の
宇
段
に
關
兮
る
政
策
は
、
爲
替
相
場 

に
關
す
必
そ#:
'̂
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
：
>
.

';
ゾ 

S
1
.

)

.
拙

著「

戰
時
世
ル
經
濟
：の
物
«
,
,通
貨

，.爲
替J,

三
四
：ニ
頁
。

八
;-
:と
：こ.ろ
で
、
：
ヾ
爲
替
政
策
の
目
標
：と
だ
る
爲
替
相
場
な
る
も
の
ば
、
：
周
知
の
通 

り

'>
-.
-
-
1
.
國

質

幣

と

他

國

貨

幣

之
の

交

換

比

率
で

あ

艾
：と
れ
を
爲
替
^

^

の
面 

一
：
か

ら

み

：
る

ど
；、：：

冶

國

資

金.を
双
つ
て
外
國
資
金
を
賣
買
ず
る
價
格
で
あ
る
。
爲 

か

か

る

還
-£
,
_
:で
あ
る
以
上
、
へ
そ
の
變
動
は
外
國
爲
替
に
.對
す 

^
需

要

馨

の

關

係

に

依

荏

し

、
.ま
の
"霧
の

均

衡

す

る

：と
こ
：ろ

に

奮

く

も 

ン
め
セ
あ
る
：
^
1
1
1
1

え
る
。
從

：つ
：て
外
國
_

の
；|

を̂
釀
生
1>
得
る
す
べ
て
の
條 

相

找

爲
霜
場
に
影
響
を
及
蜞
し
得
る
の
で
あ
つ
て
バ
例
だ
ば
逋
貨
、

1

>
 

:金
1
:、心
：蟹
易
、
：麗

、
授
機
，
唐

、
雇
用
等
の
如
き
經
濟
的
條
件
は
固
ょ
ヴ 

0)

发

：、
.：碧

、>
外

交

、
；
，
議̂
自
然
等
の
：如

ぎ

馨

外

的

條

件

に

至

る

ま

：

で
、
す
べ.
Xぞ
れ
に
靥
し.て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
_
こ
れ
ら
の
經
濟
的
並
び
钇

.
':

，(

七
ニ5
'
 

:



-
.
.11
1
.
.田
摩
會
雜
認
へ̂

31
十
卷
'
_
.
.
.
'

第
_.ー.
'5
.

'

.

非
經
濟
的
諸
條
件
に
關
す
る
：
..一切
の
‘政
策
は
、
い
*す
れ
も
爲
替
相
場
に
對
し
て
.

.■
■ 

多
か
れ
少
攻
か
れ
影®

及
ぼ
し
得
る
わ
け
で
あ
る
於
、ン
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら ̂

す
べ
て
，が
爲
替
政
策
に
包
含'さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
非
經
濟
的
政
策
は
固
ょ 

り
問
題
外
で
：あ
を
が
、.經
濟
的
諸
蔡
.の
ぅ
ち
，弋
も
、べ
爲
替
相
場
.に
與
え
る
影 

響
を
第
一
.義
的
目
標
と
す
る
も
の
；の
み
が
爲
替
政
策
に
包
含
さ
れ
る
の
で
あ
っ
，

て
、
爲
替
相
場
に
對
す
る
影
響
が
從
た
る
結
果
と
し
て
筒
ち
さ
れ
.る
：場
合
に
：

は
、
：そ
れ
は
爲
替
政
策
ど
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
'

.:
'■:•'
•

,

か
ょ
ぅ
に
、
爲
替
政
策.は
爲
替
相
場
に
對
す
る
影
響
を
第
一
義
的
目
標
と
'し 

て
い
る
こ
と
が
本
質
的
な
，點
で
あ
つ

V
、

.

そ
の
影
響
の
及
ぽ
し
方
が
直
接
的
で 

あ
る
か
、
或
は
間
接
的
な
過
程
を
經
る
か
は
、
爲
替
政
策
の
範
圍
を
確
定
す
る 

本
質
的
な
條
件
で

：

は
な
い
？
そ
こ.
.で
爲
替
政
策
に
は
、；
ま
ず
類
別
さ
る
べ
き
ニ 

っ
の
部
類
が
あ
る
。パ
ブ
っ
は
固
有
の
爲
替
政
策
で
あ
り
’
他
の
ー
っ
は
ノ
準
爲 

替
政
策
で
あ
る:0
.
V'-..
'.
.

固
有
の
爲
替
政
策
は
、.そ
の
爲
替
相
場
に
興
え
る
影
響
が
直
接
的
で
；あ
っ 

て
.、
如
何
な
る
場
合
：に
も
爲
替
政
策
の
，範
疇
に
包
括
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
從

. 

つ
て
爲
替
相
場
へ
の
影
響
の
仕
方
が
直
接
的
で
あ
る
な
ら
ば
ヤ
そ
の
政
策
は
表 

面
上
他
の
目
的
を
以
つ
て
採
ら
れ
る
場
合
で
も
、
こ
九
を
爲
替
政
策
と
し
て
取 

扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る。：.
.

次
に
準
爲
替
政
策
と
い
ぅ
の
は
、
そ
の
爲
替
相
場
べ
.の
影
響
の
仕
方
が
間
接
' 

的
.

迂
囘
的
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
前
記
の
政
策
が
何
！
^

%■

爲
替
政
策
で
‘ 

あ
る
に
對
し
て
、
.
こ
の
.皿
の
.

.%

の
は
爲
替
政
锻
と
も
な
り
、.
又
同
時
：に
他
揮
の 

經
濟
政
策
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
爲
替
政
策
と
し
て
探
ら
れ
る
- 

か
、
そ
れ
と
も
他
種
經
濟
麻
策
と
み
ら
れ
る
.が
は
>

そ
の
»
施
さ
れ
る
場
合
の

‘ 

m
i

標
如
何
に
依
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
通
货
政
策
は
爲
替
相
場
に
對
し
て
間
接

ニ
ー
. 

, 

i

w

に
影
響
を
.及
.ぼ
し
得
る
.の
.：.で
..ある
.、が
、
'
' 
そ
.れ

が

の

'安
定
と
か
引
上
げ
引
下 

げ
と
か
を
目
的
：と
し

V

行
わ
れ
る
な
ら
ば
，
そ
れ
は#

政̂
策
：で
あ
っ
て
、
爲 

，
替
政
策
で
は
な
い
タ
し
か
ム
爲
替
相
場
へ
の
影
響
本
來
企
圖
し
て
い
る
の
で 

■■
:
あ
.る
な
ら
ば
、
：そ
れ'.は
爲
替
政
策
ど
な
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
こ
の
種
の
政 

:策
は
、
爲
替
政
策
た
る
：-—
*
'面
と
.。
他
種
經
濟
政
策
た

〉

る
反
面
と
を
有
し
て
い
る 

の
で
-あ
る
か
.ら
:>
.ぞ
れ
は
何
時
で
も
當
替
政
策.た
り
得
る
わ
け
で
あ
る
が、

L 

か
：し
.そ
れ
が
爲
替
馨
た
る
こ.と
め
明
か
な
#
合

と
.:
.
>
觀

方

疙

よ

づ

て

爲

替

政 

策
办
否
か
の
見
解
の
分
れ
る
場
合
と
が̂
り
得
る
。
.じ
か
し
乍
ら
常
時
反
覆
し 

■
.て
爲
替
政
策
と
し.て
援
用
：さ
れ
る
も
の
は
、

：

觀
方
の
如
何
に
枸
ら
ず
爲
替
政
策 

.の
範
圍
に
包
括
さ
名
べ
き
で
あ
：
.り
、
稀
れ
に
偶
發
的
に
爲
替
政
策
と
同
一
.の
結 

..
:果
を
も
た
ら
す
も
の
：は
そ
：の
範
圍
外
に
お
务
る
べ
き
で
あ
る
。

,

，'
爲
替
政
策
の
：範
圍
に
亂
い
て
、
も
う
一
つ
擧
げ
ら
る
.べ
き
制
約
が
あ
る
。
そ 

れ
は
、
同
じ
く
爲
替
相
場
に
影
響.を
及
ぼ
す
政
策
で
あ
っ
て
^
、
爲
替
政
策
に 

.屬
，す
る
も
の
は、
' 通
貨
側
面
の
，政
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の 

一
は
、.周
知
の
如
ぐ
？
今
日
の
流
通
經
濟
は
、
.國
際
的
に
も
國
內
に
於
け
る
と
同 

■樣
に
、
通
貿
の
移
動
と
商
品
の'^
動
>
を
一1

大
根
幹
と
し
て
い
る
の
で
あ
つ 

.■て
、
：爲
替
現
象
は
そ.の
通
賞
側
面
に
現
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
.も
ち
ろ 

ん
か
が
る
通
貨
の
流
通
は
、
商
品
渉
通
と
直
接
の
關
連
な
く
し
.て
も
起
り
.得
る 

の
で
.あ
る
が
、.し
：か
し
多
く
の
場
合
に
は
、
商
品
流
通
の
反
面
と
し
て
隨
伴
し 

•'
て
起
る
の
み
で
な
く
、
國
際
經
濟
の
分
野
に
於
て
は
、
商
品
麗
は
必
ら
ず
そ 

:
の
結
果
と
し
，て
、.獨
立
現
象
と
し
て
の
通
貨
流
通
を
惹
起
す
る
の
で
あ
る
。
そ 

'
れ
故
に
、
商
品
流
通
部
面
に
於
け
る
政
策
は
、
通
貨
流
通
部
面
の
そ
れ
と
全
く 

:.
同
一
.の
：影
響
を
爲
替
相
場
に
及
ぼ
し
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と 

セ
商
品
流
通
部
面.に
於
け
る
政
策
を
、.す
べ
て
爲
替
政
策
と
い
う
こ
と
.は
出
來

.な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
こ0-
場
合
爲
#-
政
策
は
、.
商
品
流
通
そ
0
.も
の
に
關
す
. 

.
る
政
策
で
は
な
く
て
、
そ
の
商
品
流
通
か
ら
派
生
す
る
通
貨
流
通
に
關
す
る
も 

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ.ん
、
商
品
流
通
ど
通
貨
流
通
と
は
一
つ
の
經
濟
現

. 

象
の
ニ
面
で
あ
る
と
と
が
多
い
の
で.あ
る
か
ら
、
爲
替
政
策
の
本
質
と
そ
の
地 

位
と
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
商
品
流
通
面
に
於
け
る
政
策
の
分
析
を
援
用

. 

す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
爲
替
政
策
は
貿
易
政
策
と

相
互
に
補
完
的
政
策
た
る
性
質
を
有
し
で
い
る
の
で
あ
る
。
.

' 

■-
 

-

.

:-
'
.
'
-
.
.
.

.

.

ニ
、
爲

替

政

策

の

類

別
.

爲
替
政
策
の
範
圍
は
上
述の
^
く
で
あ
る
と
し
て
、.そ
れ
に
包
含
さ
れ
る
政 

策
に
如
何
な
る
も
の’が
あ
る
か
と
い
ぅ
に
、
從
來
採
用
さ
れ
て
き
た
主
な
る
.% 

の
を
表
示
す
れ
ば
、®
頁
の
如
く
に
诚
る
。

右
の
分
類
に
於
て
、
先
ず
爲
替
政
策'一
般
を
間
接
策
と
.直
接
策
に
大
別
し
て 

い
る
が
、
こ
の
區
別
は
專
ら
そ
の
政
策
の
爲
替
相
場
に
.對
す
る
影
響
の
及
ぽ
し
一 

方
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
。
卽
ち
そ
の
政
策
が
理
論
上
或
る
他
の
經
濟
機
^
を 

通
じ
て
影
響
を
及
ぽ
す
場
合
を
間̂

と̂
し
、

」

款
影
響
が
直
接
的
に
發
動
す
る 

も
の
..を
直
接
策
と
名
付
け.た
の
.で
あ
.る
。
 

.

而
し
て
直
接
策
枕
、
爲
替
相
場
及
び
爲
替
取
引
：に
對
し
.て
何
等
か
の
直
接
的

■

.統
制
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
統
制
を
加
え
る
に
當
り
、
：そ

.の
方
式
が
：
 

經
濟
的
住
意
的
で
あ
る/か
、
法
律
的
强
行
的
で
あ
る
か
に
從
つ.て
、
住
意
策
と 

强
行
策
と
.に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る0
.任
意
策
は
、
資
本
主
義
經
濟
の
原
則 

に
從
つ
て
統
制
を
加
え
る
も
の
で
あ.つ
て
、
そ
れ
に
從
つ
，て
.取
引
を
行
ぅ
か
ど 

ぅ
か
は
、
經
濟
當
事
者
の
自
由
意
思.に
依
る
こ
と
が
砠
双.る
。
ー
こ
れ
に
反
し
て

： 

強
行
策
は
、
，.寧
ろ
資
本
主
義
經
濟
を
修
正
或
は
是
芷
し
、
，
以?
そ
の
.自
*
活

,世
界
'.爲
替
政
策
の
鞅
向>:
若
午
特
徵
'
.

1

1

I

I

1
辑

醫
1

I

1

I

1

I

1

1

動
を
制
限
禁
也
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徵
が
あ
る
や
で
ぁ
つ
て
、
經
濟
當
事
者

. 

は
そ
の
意
思
，如
何.に
.拘
ら
ず
そ
れ
に
準
據
，し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
け
れ 

ば
法
律
的
制
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ.%
の
で
あ
る
°,
.

;
更
に
任
意
策
は
、
爲
替
相
場
そ
の
も
の
に
介
入
す
る
場
合
と
、
爲
替
取
引
に 

對
す
石
場
合
と-に
ょ
ゎ
允
、
' 爲

--
#
相
場
調
1

と
爲
替
賣
買
調
節
策
と
に
類
別

-:
一
 
方
强
行
策
に
つ
い
て
は
、..爲
i

場
、
，露

の

外

置

替(

外
國
爲
替
手 

，
形
、
そ
の
他
外
國
に
於
て
資
金
身
取
得
し
得
る
權
利
の
總
稱

)

.並
び
に
外
货
を 

以
つ
て
す
る
支
拂
の
い
ず
れ
に
關

す
..

る
か
に
ょ
づ
て
、
爲
替
相
場
管
理
、
爲
替 

管
理
並
び
に
外
貨
拂
管
理
の
三
考
に
分
類
さ
れ
る
。

 

,

.
.-
な
水
こ
の
分
類
に
つ
、い
で
、

一
：、ニ
ー

 
觸
れ
て
お
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
つ 

'は
->
前
に
爲
#
砠
罾
の
歡
圍
に
關
し
、
固
有
の
爲
替
政
策
と
準
爲
替
政
策
と
が 

.あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
を
右
表
に
當
て
は
め
て
み
る
と
、
準
爲
替
政 

策
ば
間
接
策
で.あ
り
、
.そ
れ
に
對
し
て
直
接
策
は
固
有
又
は
純
然
た
る
爲
替
政 

策
で
あ
る
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

 

,

更
.に
爲
替
の
敗
策
、
調
節
策
並
び
に
管
理
.の
諸
用
語
に
關
し
て
一
言
觸
れ
る 

.

必
要
が
あ
：ろ
ぅ
。
そ
れ
に
つ.い
て
は
、

一.般
に
用
い
ら
れ
る
爲
替
政
策

(ex

丨 

' c¥
n
g
e

 policy) 、

爲

薩

制(exchange .control )

妝
に
爲
替
管
理 

.叉
は
制
限
.

(
e
x
c
h
a
n
g
e

H
Qs-
^
oct
-s-
y)

の
異
同
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
、

.爲
替
政
策
の
動
向
を
知
る
上.に
於
て
役
立
つ
で
あ
ろ
ぅ
。

.

而
し
て
槪
言
す
る
な
、
 

ら
ば
、'
'爲
替
政
贺
は
爲
替
相
場
に
影
響̂
興
え
：る
政
策
の
全
般
を
包
括
す
る
も 

の
で
あ
る
^
對
し
て
、

.

爲

祖

制
I

.

の
中
の
直
接
策
の
み
を
意
味
す
る
も
の 

で
あ
名V

從
つ
で
：前
述
の
固
有
の
爲
替
政
策
は
爲
囊
制
と
言
え
る
の
で
あ
る 

が
、
準
爲
替
政
策
た
る
間
接
策
は
狹
義
の
爲
替
政
策
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
爲 

.

.

'

 兰

：

:

人
七
五)

.

.



' ' (.註 1 ) •拙著，前掲， 351〜2 頁。 この分類は私が第二次大戰中に試みたもの 

であるが，今日に於てもそのまま用い得ると思5 o 卽ち，政策の重點の所在 

は锛述の如くに推移をみているが;政策の方式としては左まセ變化していな 

いと言えるのである。又分類の仕方としては一 ， ニ_ 題となるものがないで 

技なL、が，政策の動向を示すのには十分役立ち得るでろうと思う。
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五
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第
.ー.|號

燦

替

政

鏔

：

f

一
 

般
通
胄
趴
1® 

間接策割引政策

. 

v

ぅ

k

ム
開
市
場
政
^

任

策

{令 先
，

【

外

周
不 撤

爲 

胎替逸 

她  

供場の

政 の 操
:操深

m m

直

接

策

强

行

策

爲
替
賣
貿
調
節
策

爲
替 ，

相
場

管

理

扉  

替1

汚釘替

形

資政
政

孑

價

丨の

場變

■... 

幕
[公價

切

通爲爲 

貨 觀 i 

ブ

一相相

場場;

重

爲

管

埋
—

ベ
複
：

，制
' 

の
.

結
.
成

へ
轍
入
爲
替
取
韻
の
制
限.禁
止
及
び
許
可
制■ 

..轍

.：'

.入

、.爲
"「

'替

.

.割：.當
制 

轍
出

.
爲；替
の
：

^
.
.制

1̂
猓 

在
外

.預
金
及
び

.投
資
の
.强制
引
渡 

券
及
び
銀
行
券
の
輸
出
入
制
限 

.金
：
鉢

の

，輸

出

制

，
限

及

：
び
：禁

止 

對
外
投
資
及
び
ク
レ
デ
：
.ィ
' ッ
.ト
附
與
の
制
限 

先

..
物

1爲
.替
：
取

引

：
の

制

.、
限 

外

:

國

爲

替

,'
基

.
金

制

度

外

貨

拂

管

理

支爲

拂替

制淸

度変
は

，一 ■、

多双一

角務方

的的的

;

爲
静
封
.鎖
制
度

及封完モ. 
び鎖■：- 
强勘全ノ 
制 定 ト  

の封 n 
使 } 
用鎖ア 
制 ァ
限制ム

四
' 

:
• 

. 

c

七
六)

■

M

で
は
な
い
と
い
ぅ
と
と
に
な
る
,

，

而
し
て
爲
葉
制
の
ぅ
ぢ
の
強
行
策
は
、
爲I

理
叉
は
制
&

撕
皆
b
れ 

る
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
任
意
策
は
狹
義
の
爲
1

制
之
い
ぅ
こ
.と
杧
な
.る
。 

.と
れ
を
再
表
示
す
る
と、

,

-

.V 

.

.

.

.

.

•間
接
策=

狹
義
の
爲
替
政
策
,:
.

:

.
;;
:

I

I

.

-へ
.

V

:

'

『

任
意
策=

狭
義
：の

爲

蠶

制

、

• 

'ン
直

讓=

爲

-

:.
:一
强
行 

f

 

H
I
M
'
:

 

ノ
'
V:
ケ

.

1

 

.1

直
接
策=

爲

震

制

'、

一
强
ー

第
一
ー
次
大
醫
に
於
て
は
、
爲
替
政
策
.と
爲
義
制
と
を
同
義
語
に
解
す
る
し 

場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
確
か
に
直
1

0

爲
替
統
制)

0

う
ぢ
で
も 

任
意
策

(

狹
義
め
鎵
替
統
制〕

パ
は
間
接
策
：と
同
樣
_に
、
.-

資
本
主
_

の
原
則
に
從
,
 

づ
て
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
點
に
於
ズ
は
何
等
の
變
り
.も
な
い
.-
0

一
 
M

し
乍
ら
、
.
ソ 

そ
の
運
®

度
は
著
し
く
相
違
す
る
の
セ
あ
；っ
：て
、：
間

が

資

本

主

義

經

濟

：
 

の
..活
動
_を
助
成
し
よ
う
と
す
る
：も
の
で
あ
，る
ゆ
對
. 0

て
、.‘
_直
接
的
在
意
策
は
資
...

本
主
義
經
濟
の
活
動
に
何
等
が
の
干
渉
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
ぐ 

れ
故
に
兩
者
は
區
別
し
て
考
え
冬
ゆ
が
室
當
で
：あ
ろ
う
と
思
う
。
'.
1

:
...
:

.

,
:
. 

:/.
'
'
,
い
：ず
れ
に
し
て
，も
直
接
策
は
、
そ'の
任
意
策
で
あ
ろ
う
と
强
襄
セ
あ
ろ
う
：

： 

ど
、
政
府
、.中
^

行
又
ば
特
に
そ
办
：

DS

的
.の
た
め
一
に
創
設
さ
れ
た
機
關
卽
ち 

通
貨
當
局
が
爲
鲁
場
迖
對
し
て
直
接
的̂
行
う
あ
ら
ゅ
る
节
渉
で
あ
る
が''
:
.
“ 

.ど
れ
ま
た
•

策
と
强
^

と̂
に
.よ
つ
て
、.そ
.のH-

渉
：の
仕
方
に
差
異
が
あ
る

： 

の
：で
あ
る
。.換
言
す
れ
ば
、
任
意
策
は
資
本
主
羲
經
濟
に
醸
成
さ
れ
：る
缺
馅
又 

:は
矛
厨
を
、
：經
濟
活
動
の
表
面
に
親
れ
た
と
£
ろ
：に
於
で
捕
捉
し
て.以
.つ
て
、
,:
■' 

こ
れ
を
統
制
し
上
う
ど
す
る
戰
に
本
質
が
莅
る
の
せ
あ
つ
て
ハ
所
謂
調
節
乃
室

. 

調
整
に
當
る
の
で
：あ
る
。
と
れ
に
反
レ
て
强
行
策
ば
、
.現
叢

態

：に
於
て
で
ば
ノ

■:
世
界
爲
替
政
策
の
動
向
ど
若
干
犄
徵：
■

.

-

た
く
、
經k

的
缺
酴
又
は
矛
盾
れ
依◊
て
來
る
基
鑑
.に
ま
で
挪
り
下
げ
、
そ
こ 

に
於
て
.干
渉
を
加
え
よ
う
と
す
る.の
で
.あ
る
。
.そ
れ
故
に
、.
爲
義
制
の
う
ち 

.で
も
？
强
馬
す
る
も
の
ば
爲
替
管
理
又
は
制
限
と
し
て
取
极
う
必
要
が 

一
あ
る
の
：で
あ
る。
.
；
：
"

-

 

^
か
よ
う
に
、~
.爲
替
の
.政
策
、::
.
:
'
:
減
制
並
に
管
理
に
關
し
、
そ
の
里

(
同
を
明
確
に 

す
'
f
j
.
と
.ば
、’爲
替
政
策
の
.一
般
的
動
杯
を
把
搌
す
る
上
に
於
て
、
少
な
か
ら 

.

.ざ
る
意
義
が
あ
る̂
あ
.ろ
;5
.と
#.
え
る
。
:
:

(

註

,2
:
>
:

：

第11

次

.大
殲
後
の.
.英
米
文
.歐
に

於

：
て
：
は

'爲
替

統

制.(
s
c
h
a
n
g

©''' 
'.control 〉

：
と
い
う
語
を
用i

る
こ
'と
.が
多
い
よ
：う
で
あ
り
、
' そ
れ
に
よ
っ 

ず
®

政
策
：一
般
又
：は
殊
に
そ
の
う
ち
，の
直
接
策

.を
a
味
し
て
.ぃ
る
よ
う
で 

.
あ
；る
0.特
に
：.爲
替
'魯
.理
.又
は
.制

限

o
x
c
h
a
n

oq
e res-trictiouou

と
い
う 

.

.

.
語
を
用
い-る
場
合
^
あ
-る
^
れ
ど
も
、
嚴
格
に
.區
.別
！し.な
、.い
.
.で、，
統
银
と
厉

:-
.
'
.
義
語
に
：使
用
；す
る
場
合
が
爹
ぃ
；

1
う
：に
思
わ
れ
る
。
一

し•

,
 

.

.

:

'

.
,

:■

三

、
..
爲

替

政

策

の

動

向
,:

:

.

'

、

)

:
:
さ
て
、
爲
替
政
策
仗
如
何
な
る
i

變
遷
を
經
て
來
て
い
る
か
と
い
う
に
、
 

こ

れ

を

極

く

大

局

的

：
に

み

.る
と
、：
第
.I

次

大1

刖
に
於
て
'
ば
、
間
證
が
世
界 

の
.爲

# •

政
策
を
代
表
す
る
も
の
で
.あ
っ
た
。
尤
も
第
一
次
大
戰
後
に
於
て
も
、

::「

九
n

o

_

:

の
世
界
經
濟
不
澉
期
：に
至
る
ま
で
は
、：
世
界
經
濟
が
自
由
資
本 

主
義
經
濟
ヘ
め
復
歸
の
だ
め
^

あ
ぢ
ゆ
る
努
カ
を
拂
っ
た
期
間
で
あ
っ
て
、
こ 

:
の
期
間
に
於
.て
.
は
依
然
，と̂

て
代
表
：̂
|

#

1政
策
は
間
接
策
に
あ
っ
た
の
で
あ 

ー
る
-:

°

し
れ
じ
>

れ
队
結
局
、：第
：.

「

次
犬
爾
の
そ
れ
め
延
長
で
あ
っ
た
と
い
う 

.こ
，.と
が
出
來
^

<
;.

:1>
が
し
乍
ら
、
：：
.間
接
策
.は
今m

全v

そ
：の
意
_

を
喪
失
じ
て
了
づ
た
と
い
う

五

(

七
七)

!



'

•
三
田
學
會
雑
誌
::
第
.茑
十
卷
‘：

「

.

)

笫
±;
'
.
鱗

. 

- 

....J...
.
:わ
け
で
：ば
が
い:;
>
こ
の
種
の
政
策
は
窗:#
政
策
以
外
の
政
策
ど1>
:
:で
：の
意
義
を
：バ 

て
-

す̂
を
o'
.で
^:
旮
が
ら
'-
.從
然
と
设
て
採
用
せ
ん
れ
、：
國
に
む
：っ
ゼ
_は
：そ
れ
：
.

,が
主
：た
る
爲
替̂

^
从̂
て
き
用
ざ
れ
を
場
合^-
軚
る
ト
じ
彳
交
他
種
爲
替
政
策 

と
併
用
さ
れ
る
國
々
も̂
し
て
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
や 

•カ
ナ
ダ
は
前
港
の
薪
例
で.あ
る
し
、
ィ
ギ
リ
ス
、
西
ド
ィ
ツ
、
べ
ル
ギ
ー
、
フ 

:;
フ
：ン
スV
:そ
：の
他r

-
ロ
：

>
。

ハ
諸
®
の

'/
ョ
I
: ロ
.ッ
パ
諸
國
が
爲
替
批
場
維
持
：の
.均
め
に
最
近
兩
三
年
間
ぬ
幾
度
か
奋
定

'' 

.割
引
谀
合
の
變
更
を
行
ウ
た
と
と
ば
記
憶
に
新
た
な
と
ど
る
で
あ
る

。
：̂.
-'
'

.'
•

0
か
し
こ
の
掼
の
政
策
は
、
議
的
政
策
で
ほ
あ
る
け
れ
ど
も
、

-:
最

-¥
-
'
:
現

代
 

爲
替
政
策
の
囊
を
示
す
が
の.と
い
ぅ
と
と
は
砠
來
な
く
な
つ

y

い
る
。
元

々
.：

：

_間
證

は

、
前
に
述
べ
た
：通
々
、
他
のM

を
通
じ
て
爲
霜
場
^
そ
の
影
響
. 

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。'例
ぇ
ば
金
利
の
上
下
に.よ
ヴ
、
或
：は
逋
貨
量
の
膨;]
1
.
.

.

.收
縮
に
ょ
り
、

一
方
で
は
；爲
替
市
場
に
於
げ
る

爲
替
需
給
め
變
動
をM
じ

、

哗

； 

方
で
は
菌
及
び
贸
易
の
霸
を
鄱
じ.て
、
そ
の
影
響
が
爲
塞
場
に
及
ぶ
の/ 

:

で
あ
る
。
而
し
て.そ
の
政
策
そ
の
も
め
が
、:
.金
利
及
び
通
貨
量
：
の
：麗

と

い

；
 

.ぅ
、,
.國
.內
金
融
政
策
と..し
：て
の
意
義
を
も# '
す
る
の
，で.あ
：る
.か
ら
、
'純
粹
.の
爲 

替
政
策
と
は
言
え
な
い.の
で
あ
る
。：
從
っ
て

：AV

の
意
味
；で
は
、
第
一
次
大
譲 

に
は
、
.一.般
的
に
は
爲
替
政
策
が
存
在
し
な
が
つ
た
と
さ
え
言
え
な
い
と
と
は 

な
い
。
た
、だ
第1
次
大
1
刖
に
於
て
も
、
間
接
策
の
外.に
、
金
打
涉
政
策
、
金
. 

に
對
す
る
.前
拂
政
策
、
外
國
爲
静
手
形
政
策
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
の 

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
直
接
的
任
意
策
に
屬
す
る
か
.ら
、
本
来
の
爲
替
政
策
も 

存
在
し
た
こ
と
は
確
か
であ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、''
ド
ィ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、 

オ
！
ス
ト
リ
ア
.
ハ
ン
ガ
リ
-
等
の
.若
干
國
に
於
て
時
に
採
用
さ
れ
た
も.の

•- 

で
、
い
わ
ば
局
地
的
政
策
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
.言
え
る
し
、
又
金
爲
替
本
位

.

六

，

.'.(

七
八)

,
:

ベ
鹿
ぬ
下
に
於
け
る
爲
替
操
樵
も
第
去
次
大
盤
即
に
衆
け
る
爲
替
賣
買
調
節
策
に 

づ
屬
す
る
t

の
で
：は
あ
っ
た
が
、i

れ
ま
た
當
時
の
爲$

策
の
主
流
.を
代
表
す 

;
.る

.'
%
-の
：で
は
：な
か
づ
た
の
で
あ
，石
。
';
當
時
^

國
際
金
本
位
制
度
の
下
に
於
て 

は
、

一
般
的
に
爲
替
政
策
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
：は
間
接
策
の

.み
で
あ
り
、
當 

(

時
の
世
界
經
濟
が
自̂

^
本
主
義
を
恙
調
と
：し
：て
比
較
的
順
調
な
發
展
過
程
を 

へ：迪
り
、：
'1
づ
爲
_

場
が
顧
際
金
本
位1

©.
下
に
全
ぐ
安
定
狀
態
に
あ
っ
た 

バ
-の
—

へ
爲
^
^
策
ば
間
接
策
を
以
つ
て
足
り
？
特

に

唐

策

に

：ま
で
發
展
す
る 

■必
要
が
な
.か
：っ
た
め
で
あ
气
：寧

,
策
と
し
て
論
議
さ
れ
る
ど
と
の
殆
ん
ど
な
か
つ
.た
所
以
は
こ
こ
に
在
る
の
で
あ 

.

.■る
。
一-
'
'
' 

■ 

.

:■•
と
こ
ろ
が
第I

次

大

證

、
ハ
特
に.ー
九
三
0
年
代
の
世
界
經
濟
不
況
期
以
降 

に
於
て
は
、：
本
来
の
爲
替
政
策
た
るi

策
が
代
表
的
型
式
と
な
る
に
至
っ 

た
。

そ

の

ぅ

ち

.で

%-
、
任
意
策
は「

持
'て
.る
國」

.：の
爲
替
政
策
で
あ
り
、：
强
行 

.策
は「

持
た
ざ
る
國
.

j .

の
そ
れ
で
：あ
る
と..い
ぅ
特
徵
が
あ.つ
た
。
蓋
し「

持
て 

.る
國
|—
-'は
自
由
資
本
主
義
の
建
前
の
下
に
爲
替
政
策
を
執
り
得
る
經
濟
實
カ
を 

有
し
て
い
％
に
反3
て
、'「

持
た
^
る
國」

は
か
か
る
實
カ
に
泛
し
く
、
勢
い 

强
行
的
手
段：(

經
濟
統
制> 
を
も
：っ
て
國
民
經
濟
の
維
持
乃
至
は
發
展
を
圖
ら 

ね
ば
な
ら
.な
か
っ
た
か
ら
：で
あ
る
。

而
し
て
任
意
策
は
、
大
體
間
接
策
：と
强
行
策
と
の
中
間
に
位
す
る
も
の
と
言 

え
る
.の
で
あ
っ
て
、'間
接
策
が
無
力.で
あ
る
か
、
若
し
く
は
十
分
な
效
巣
を
擧 

げ
得
な
い
場
合
に
、'そ
れ
に
代
り
、
又
は
そ
れ
と
相
併
ん
で
運
用
さ
れ
た
.の
で 

あ
^
。
ご
.の
種
政
策
の
代
表
型
式
と
し
て.は
：、
爲
¥

衡
資
金
制
度
を
擧
げ
る 

V
と
が
出
來
る
0

'.
.
•

こ
れ
に
反
し
て「
播
た
ざ
る
國J

は
强
ー
襄
に
辦
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
間
接
策
は
爲
替
政
策
と
し
て
の
意
義
を
喪
い
、 

奪
ら
國
杓
金
融
政
策
の
地
位
に
後
退
す
る
の
で
あ
る
.。
而
し
て
强
行
策
は
爲
替 

.相
場
、
爲
替
取
引
並
び
に
外
貨
拂
に
っ
い
て
政
府
自
ら
が
管
理
を
强
行
す
る
の 

で
あ
る
，が
、

爲1

場
# -
理
は
#

の
ー
一
種
の
管
理
と
相
い
表
裏
を
な
す
も
の
• 

で
、
兩
者
同
時
に
併
用
さ
れ
る
の
を
常
と
.す
る
。
又
爲
鎖
制
度
は
爲
替
管 

理
の
ー
部
面
と
し
て
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
隨
，っ
て
强
行
策
中 

の
代
表
型
式
を
擧
げ
る
と
、
結
局
爲
替
管
理
と
爲
替
淸
算
制
度
と
に
歸
着
す
る
，
 

で
あ
ろ
ぅ
。
.
而
し
て
爲
替
淸
算
制
度
は
爲
替
管
.理
へ
め
•對
杭
手
段
と
し
て
產
ま 

れ
た
も
の
.で
あ
る
か
ら
、
.政
策
の
動
向
は
爲
替
管
理
か
ら
爲
替
淸
箅
制
度
へ
と 

進
展
し
て
い
た
と
言
え
：る
の
で
あ
る:0
:
.

以
上
の
如
く
、.第
一
次
大
戰
前
の
爲
替
政
策
は
間
接
策
で
あ
っ
た
：に
對
し 

.
'て
、
そ
れ
以
降
の
政
策
は
直
接
策
に
移
行
し
、
更
に
畠
罾
策
の
ぅ
ち
任
意
策
は 

「

持
て
る
國J、

： .

强
行
策
、
就
中
爲I

*

理

は「

持
た
ざ
る
國」

，
の
'政
策
と
し
で 

霞

し

、
更
に
强
行
策
中
の
爲# .
淸
篇
制
度
は「

持
た
ざ
る
國」

相
互
の
間
、 

‘又

は「

持
.た
ざ
る
國」

と

-.
持
て
る
國」

と
必
間
の
爲
替
政
策
と
し
て
ー
般
化 

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る。
' 然
る
に
第
二
：次
大
戰
と
共.に
、
爲
替
政
策
は
著
し 

く
そ
の
全
貌
を
變
え
、
：，

「

持
た
ざ
る
國」

「

持
て
る
.國」

.を
通
じ
て
爲
替
政
策
の 

童
點
は
す
べ
て
强
行
策
へ
推
移
し
て
了
っ
た
ど
い
っ
，で
ょ
い

;-
0

:

今
こ
こ
.で
第
：一
委
戰
と
第
二
次
大
戰
と
を
比
較
槪
觀
す
る
と
''
第
一
次
大 

戰
當
時
に
於
て
ば
、
往
意
策
中
に
含
ま
れ
る
爲
替
釘
付
政
策
が
代
表
的
な
爲
替

' 

相
場
政
策
だ
つ
た
の.で
あ
つ
て
、
終§

に
於
て
ば
直
ち
に
爲
替_
由
化
：の
方
.

一
次
大
戰
後
復
興
さ
れ
た
金
本
位
制
度
に
は
幾
多
新
た
な
型
式
の
も
の
が
あ
つ 

.た
け
れ
.ど
.も
、.
'そ
の
糈
祌
は
..す
べ
て
舊
型
式
に
屬
す
る
も
の
で
あ
.，つ
た
。
隨
.つ 

て
外
國
爲
替
も
亦
當
然
自
由
型
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ 

れ
故
に
、、
第
•次
大
戰
後
の
'金
本
售
興
時
代
に
は
、
爲
替
政
策
は
再
び
第
一 

次
大
戰
前
め
主1
剧
式
だ
.る
間
接
策
に
ょ
つ
，て
代
表
さ
れ
た
の
で
^

る̂
。

ハ
然
る
に
一
九
：三
〇
年
代
に
至
り
、
世
界
經
濟
が
慢
性
的
な
經
濟
不
況
に
當
面 

す
る
や
、
爲
替
政
策
は
間
接
策
か
ら
直
接
策
へ
と
移
行
し
、
そ
れ
に
屬
す
る
任 

意
策
と
強
行
策
と
：が
相
併
ん
で
代
表
的
型
式
と
な
つ
.た
の
で
灰
る
。

と
こ
ろ
が
第
二
次
大
戰
に
際
し
て
は
、
事
態
は
を
く
異
な
り
、
直
接
策
中
の 

强
行
策
が
直
ち
に
ー
般̂
-b
、
.爲
替
相
場
の
公
定
と
そ
の
た
め
の
爲
—

理
が 

强
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
，而
し
て
終
戰
以
降
备
國
は
そ
の
國
內
經
濟
の
戰
時
統 

制
か
ら
の
解
放
に
力
め
て
来
た
け
れ
ど
も
、
國
際
經
濟
的
に
は
^
制
の
多
く
は 

撤
廢
さ
れ
る
に.至
ら
ず
、.
舊
型
式
金
本
位
制
度.の
復
興
の
.如
き
は
全
然
問
題
に 

上
ぼ
り
得
な
い
事
態
に
あ
る.0
そ
れ
故
に
、
ア
メ
リ
ヵ
、
ヵ
ナ
ダ
の
如
き
若
干 

國
：を
除
け
ば
、
世
界
爲#-
は
依
然
統
制
乃
至
管
理
の
下
に
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
が 

出
來
る
。\而
し
て
そ
：の
特
徵
の
若
干
を
指
摘
す
れ
ば
、
'

’

(

一)

爲t
t
i

理
が
廣
く
採
用
せ
ら
れ
、‘叉
そ
.の
一
部
と
し
て
の
爲

M

鎖 

. 

'
制
度
i
:般
に
行
わ
れ
て
い
る
と
と.0
勿
論
裏
付
.と
し
て
の
貿
易
管
理
が 

:
ノ
盛
行
し
て
い
も
。':
:.
:ぐ
？ 

,.
::
■

(1,1)

.
爲
替
政
策
と
し
て
の
間
接
策
及
び
直
接
的
任
意
策
も
行
わ
れ
て
は

い 

.

.る
がV

戰
前
^

^
も
遙
か
に
從
本
る
地
位
に
お
か
れ
て
い
る
し
、

し
か 

;.
'■ぺ
%-
.、
.-
.比
較
的
に
:「

持
て
る
國J

の
部
類
に
屬
す
る
國
に
限
ら
れ
る
こ
と
。

向
を
迎
つ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
當
時
に
於
て
は
、
正
絲
派
的
見
解

£0
下
^

、
，世 

界
經
濟
は
自
由
資
本
主
義
經
濟
へ
の
復
歸
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
カ
を
狒
つ
た 

か
^:
で
あ
ヶ
、
：
金
本
位
制
度
の
復
興
は
そ
の
中
樞
を
な
す
も
の
：で
あ

''
0
た

。..
;
第

.
'
.
.
.

世
界
.爲
替
.敗
策
の
動
向
.と
^
午

特

徵V

(

三)

爲
麓
場
の
公
定
制
度
が
ー
般
池
ル
て
い
る
こ
と
。
：
：::
'

(

四)

爲
# ;
複
數
制
度
の
下
に
、.一.通
貨
.に
つ
い
て
幾
檑
類
か
の
爲
_

場

、..., 

七
：:
'.(

七
九)



'
1

 
一5
學
脅
雜
誌
，''
'第
五

十

贅
^
^
^
第

-'
一：號
.
.
.

が
建
て
ら
れ
る
こ
と。
-'
:
,

(
五)
双
務
的
爲
替
淸
黨
乃
至
は
吏
拂
制
度
が
多
く
行
わ
れ
る
と
同
時
.に
：、 

多
角
的
淸
算
制
度.

C

ョ
I
ド
.ッ
パ
：支
拂
同
盟
の
如
し

)

や
、
®貨
®J
X
 

.

タ
ー
リ
ン
グ
：地
域
の
如
し

)

：や
、
.,
'世
界
的
淸
算
制
度.(

國
際
通
貨
基
.金)

. 

が
結
成
さ
れ
て
い§」

と
。

.
'
:マ
';
''
'

へ

.

.
：
：
，
.

■
.(

六
V
通
貨
の
交
®

が
地
域
的
に
並
び
に
取
引
當
事
者
の
居
；
^

k

從
o: 

•'
:
.て
差
別
的
々
制
約
を
受
け
て
い
る

.こ
と
。

->
!
:の
點
は
特
に第
一
一
次
大P
 

,,

に
於
け
る
新
た
な
特
徵
で
あ
る
0‘
'
.
•
:
:

，等
を
擧
け
る
こ
.と
が
出
來
ょ
う
。
'
.

' 
.以
上
の
如
く
、
第
二
次
大
戰
後
の
爲
替
政
策
は
、

4

意
策
.か
ら
强
行
策
へ
と 

.そ
の
重
點
が
移
行
し
て
居
ゥ
、
し
か
も
そ
こ
に
現
わ
れ
た
諸
方
策
は
紙
ね
戰
前 

に
存
在
し
た
も
の
で
は
あ
る
げ
れ
ど
も
、
.
.奴
の
特
徴
の
一
，般
化
が
汞
す
通
り
、へ 

.

.遙
か
に
複
雜
性
を
强
化
し
て
い
る
と
い
：

 

>
こ
と
.が

出

來'̂
>
。
..
.

::

■

.

©
、
逋
貨
の
交
換
俾
と.ポ
ン
ド
の
地
#:
':
-.

.

.

.

.

.
+
h

爲
替
の
統
制
乃
至
管
理
が
複
雜
多
岐
と.な
っ
て
ベ
^
は
、
こ
こ
に
當
然
通
貨. 

の
交
換
性
の
問
題
が
提
起
，さ
れ
る
。
-:
何
と
な
れ
ば
、

の

交

證

：の
.自
由
が 

そ
れ
だ
け
^

^
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
が
ら
で
あ
る
。'尤
も
こ
の
.場
合
通
貨
と
い 

う
の
は
、

單
に
現
金
だ
け
を
擦
す
の
で
は
な
く
、

廣
く
外
國
爲
替

と
.

い
：う
意 

味
、
卽
ち
外
國
に
'於
て
資
金
を
取
得
し
得
る
權
利
の

，

總
稱
で
あ
る
か
ら
.、
外
國 

爲
替
の
自
ft
-交
^
^
!と
言
い
換
え
てH

'
い
.わ
^
で
"あ
；る
。

.

、：.そ
れ
で
は
、
右
の
意
味
に
於
，て
、
世
界
の
通
貨
は
今
日
如
何
な
る
狀
態
に
お 

か
れ
て
い
る
か
と
い
う
に
、.ま
ず
.自
由
な
交
■

を
保
持
す
る
國と
し
て
は
ア

. 

メ
リ
力
及
び
カ
ナ
ダ
を
擧
げ
る.こ
と
が
-^
來
、
：'■
.そ
の
他
に
メ
キ
シ
へ
コ
，の
如
き

.

.

(

八
〇)

1

一
一
、；■'四
の
北
中
米
諸
國
と.ス
ィ
ス
ぐ
ら
い
が
.あ
る
に
過
ぎ
な4
 

^

:

..は
殆
ん
ど
爲
®

理
を
行
っ
て
唐
ら
ず、
.爲
替
取
引
は
妻
上
自
由
に
行
わ
れ 

:
て
い
る
0
從
つ
,て
こ
れ
ら
諸
國
の
通
貨
は
ア
メ.リ
ヵ
を
中
1>
'と
し
、
，ァ
メ
リ
ヵ
。

'
ド
ル
.へ
の
自
由
轉
糧
を
有
す
る
所
謂
硬
貨
地
域.

C
h
a
r
d

日oney,area) 

を
自
ら
形
成
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
ら
諸
國
の
間
で
は
ァ
メ
リ
力
•
ド
ル
を 

:
%.
:っ
そ
決
濟
が
行
わ
れ
、
：又
硬
貨
地
域
以
外
の
諸
國
に
'■
■し
て
も
、

ァ
メ
リ 

力
'
,ド
.ル
.に
依
る
決
齋
を
基
準
と
し
て
い
る.の
で(

細
1̂)

。

■

.

(

註
1)

.
_ス
ィ
ス
の
如
く
、
近
隣
澈
國
が
硬

:ft
國
で
な
い
場
合
に
は
V

必
ず
し 

.

.

.も
：ド
.ル
決
濟
を

：

基
準
と
し
て
い
な
い
。

そ
れ
.を
固
執
す
れ
ば
質
易
が
行
わ
れ 

，.
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

•
,
.
'
,
• 

V 

.右
以
外
の
世
界
大
务
數.の
國
は
.、.：
そ
の
通
貨
の
交̂

1に
多
か
れ
少
な
か
れ 

制
約
.を
受
け
て
い
る
。.卽
七
.ド
.ル
へ
の
自
由
轉
換
の
出
來
な
い
所
謂
軟
賀
地 

;
域
.(soft m

o
n
e
y

 a
r
e
a
)
：

に
屬
す
る
わ
け
：で
あ
る
。
'

■:
:と
に
角
、世
界
大
多
數
の
_通
貨
が
.自
由
交
1

を

喪
失
し
て
い
る
現
狀
に
於 

:
'て
‘、
問
題
.は
ニ
：っ
の
面
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
と
遇
ぅ
。
卽
ち
ー
っ
は
、
そ

れ1 

:

ら
の
軟
貨
が
、
へ.通
貨
地
域.
.

C

ス
タ
ー
リ
ン
ダ.地
域
、
'フ
ラ
ン
地
域
、

ベ
ル
ギ 

:.
丨
，.
フ
ラ
ン
地
域
等)

' 
と
：

(
：

双
務
的
史
拂
協
定.と
を
通
：じ
て
、
差
別
的
交
換
性 

',
を
與
：ぇ
ら
れ
：て
い
る
こ
と
：で
あ
り
へ
そ
の

代
表
的
事
例
はi

の
如
く
に
ィ
ギ

:

リ

ス

爲

馨

理

で

あ

る

。

 

.. .

:
本
ぅ
.

U

つ
は
、
そ
れ
ら
の
軟
货
に

：

っ
.き
、
公
定
相
場
の
外
に
：非
公
定
相
場
が 

-
建
て
ら
れ
、
爲
霞
數
制
度
が
盛
行
し
て
い.る
こ
.と
.で
あ
る
。
い
ぅ
ま
で
も
な 

.

.く
、
爲

理

め

如

き

，駆
行
策
が
採
ら
，れ
る
場
合
に
は
、
：勢
い
闇
相
場
が
出
現 

.し
、
.自
然
に
爲
.霜
場

の
.複
數
制
：を
生
ず
る
の
：で
あ
つ
て
、こ
の
事
例
ば
古
来 

ノ
枚
擧
に
遑
が
な
い
.。
然
る
に
近
年̂
に
ー
九
三
◦
年
代
の
世
界
經
濟
不
況
期
以

來
V 

.
か
か
る
爲
替
複
數
制
度
が
爲
替
政
策
と
し
て
出
現
す
る
に
至
'つ
て
い
る
。
，
へ 

卽
ち
一
つ
の
公
定
爲
替
相
場
め
外
に
、
：
.一.つ
又
.は
數
個
の
.
公
定
相
場
か
ら
は 

何
等
か
の
程
度
に
於
て
減
價
し

：

た

r

m
相
場
.！
を
併
存
せ
し
め
る
場
合
で
あ: 

る
。
こ
の
種
の
爲
替
制
楚
は
、ア
ル
デ
：工
シ
テ
ィ
シ
、.チ
リ
、
.
ブ
ラ
ジ
ル等
南
-: 

中
米
諸
國
か
ら
始
ま
つ
：た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
.(

一)：

二
個
の
爲
霜 

場
の
み
を
法
律
的
に
眾
認
し
、

一
方
を
八
ム
ま
相
場
と
t

、
'
他
を
自
由
相
場
と
す 

る
場
合
ど
、Cl D

一.個
の
公
定
相
場
の
外
に
、
：
多
數
の
割
引
相
場
を
公
認
し
、

.所
謂
自
由
相
場
を
認
め
な
い
場
合

(

ド
イ
ッ
が
'世
界
經
濟
不
況
以
來
採
用
じ
た 

制
度)

.と
が
あ
る
0
.

こ
：ぅ
し
た
爲
替
複
數
制
度
が
盛
行
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
：公
認
さ
れ
な
い 

默
認
相
場
、.

i相
場
、
闇
相
場
等
が
い
ず
れ
め
軟
貨
に
就
て
も
多
扒
れ
少
な 

か
外
市
場
に
於
て
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る0

」

こ

-
'
.

■

い
ず
れ
に
し
て
も
、..
以
上
の
如
き
事
態
は
、
自
：

$

交
i

を
喪
失
し
た
世
界 

大
多
數
の
通
貨
に
對
し
て
、

：

問
題
を
一
ぼ
と
複
雜
な
ら
し
め
る
^
目
と
な
つ
そ 

'い
る
。
若
し
.一
般
的
に
言
ぅ
な
ら
ば
、
國
隙
通
貨
基
金V
C
I
M
F

)

が
そ
の
窮 

.
掘
目
標
と
し
て
い
る
が
如
く
に
、
全
加
盟
國
の
雇
傭
及
び
實
質
所
得
の
高
水
準 

.を
達
成
す
る
た
め
：に
は
、.爲
®

揚
の
安
定
を
圖
り
、，.外
國
爲
替
に
關
す
る
諸 

:

制
限
を
撤
廢
す
る
こと
が
、
極
め
：.て
必
要
で
あ
り
、
望
ま
し
い
..と
い
ぅC.
A
I
が 

.
出
来
る
？
と
こ.に
世
界
爲
替
の
自
由
化
の
問
題
が.あ
ヴ
、
そ
の
中
核
と
し
て
の
，
 

通
貨
の
自
由
交
糧
が
注
視
の
焦
點
と
な
り
得
る
の
、で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ば 

>
問
題
を
一
般
論
的
に
み
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
が
、.

こ
れ
を
第
一
一
^

^

.

1

0

 

現
實
に
移
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に.は
特
殊
の
意
_
が
あ
る
の
で
あ
る
。
卽
ち、
. 

間
題
は
自
te
交
換
性
を
喪
失
し
た
通
貨
が
大
多
數
：で
あ
旮
と
い
ぅ
こ
と
だ
け
で

.

.

ば
な
く
、
寧
ろ
イ
ギ
リ
ス.，ポ
シ
ド
と
の
關
連.に
於
て
提
起
さ
れ.て
い
る
'と
み
.

■
. 

.

.
- 

.

:
世
界
爲
替
政
策
の
動
向
と
若
干
特
徵
；：

：

る
.こ
と
が
财
來
る
の
で
あ
る
。
'
.換
言
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
ポ
ン
ド
自
體
が
自
由
交 

に
制
約
を
受
け
、て
い
る
と
い'5
.
こ
と
で
あ
つ
て
、
S

め
中
心
は
ィ
ギ
リ
. 

K

,
ポ
>
ド
に
在
り
、
自
由
化
へ
の
道
程
が
第
：

一

次
大
戰
後
と
は
金
く
相
違
し 

て
い
る
の
で
あ
る
。
'

:
:'
:
更

め

で

指

摘

ず

，る

.ま

.で
も
な
.い
.が
、.
.
.
十
九
世
紀
以
来
：一：體
と
し
て
の
世i
 

濟
の
發
展
過
®.
に
於
て
、
；
そ
：の,
營
，の
中
心
と
な
り
、.
指
導
的
役
割
を
勤
め
て 

来
た
も
の
は
、
ィ
ギ
リ
ス
及
び.そ
の
ポ
ン
ド
で
：あ
る
。
ポ
ン
ド•
ス
タ
I
リ
ン 

■ダ(

P
O.
U
PA*sterlin

oq-
)

と
.い
う
言
葉
に
は
金
.そ
の
も
の
と
い
う
意
味
を
含 

.ん
で
'い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、ィ
ギ
リ
K
-が
襲
的
金
本
位
制
度
を
忠
實
に
運
營 

し
て
來
た
の
で':
ポ
シ
ド
は
金
に
：等
し
ー
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
'.
唯一

の
世
界
通 

:貨
文
^
て
國
際
的
.資
金
移
動
の
大
部
分
は
ポ
：ン.ド
に
依
っ
.て
行
わ
れ
、
世
界
貿 

易
の
大
部
分
は
ポ
シ
ド
ら
ょ
づ
て
決
濟
さ
れ
た
の
.で
あ
る
。
今
日
.に
於
て
も
な 

お
、.世
界
質
易
の
半
ば
は
ポ
ン
ド
に
よ
る
決
濟
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
と 

.い
う
こ

と
は
、
㈣
ヰ
ィ
ギ
リ
ス
速
邦
が
、
そ.れ
を
長
い
眼
で
.み
れ
ば
今
日
旣
に 

衰
退
の
過
程
：に.あ
る
'と
い
.い
得
る
と
し
て
も
、
依
然
之
し
て
世
界
經
濟
の
有
力 

ー
國
で
あ
るこ
と
'

を
，'
:立
證
し
て
.い
る
の
で
あ
る
0
果
し
て
そ
う
だ
と
す
る
な
ら 

ば
、: '

そ
の
ポ
ン
ド
が
；自
由
交
換
性
を
も
つ
が
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、

ィ
ギ
リ 

ス
自
體
：の
消
長
を
表
現
す
る
も
の.主
百
わ
ざ
る
を
得
な
い。

-
.

.
然
を
に
第
一
一
次
大
戰
以
来
、
ポ
ン
ド
の
亩
由
性
は
著
し
い
制
豹
を
受
け
て
來 

て
い
冬
終
戰
以
降
の
雅
移
に
つ
い

て

は

こ
と
で
言
及
し

な

い

が
、
現
在
で
も 

ポ
ン
ド
は
後
述
の
如
く
：に
數
個
の
種
別
に
分
け
ら
れ
、
自
由
交
換
性
に

f

ぶ 

.
•加
え
：ら
れ
て
1>
る
。
そ
こ
で
ィ
ギ
リ.
X、A
Jし
て
は
、
.
ポ
ン
ド
の
自
由
交
換
性
を 

岡
復
す
る
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
經
濟
の
復
興
を
示
す
も
の
であ
り
、
又
そ
う
す

か
こ
と
が
、
ィ
ザ
リ
ス
經
濟
力
の.強
化
を
、
延
い
て
は
世
界
有
力
國
と
し
て
の
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:

〈

：三
：.田
舉
會
雜
藷V

第
五
十
卷
：
：
.
_
#

地
位
を
保
持
す
る̂

?
:と
な
る
の
で
あ
：る'°
パ
從
：つ
て
；ィ

ギ

ゾ

：ス
ど
：
し

て

は

、

ど 

う

し

て

も
こ
：.

の
問
題
に
眞
先
き.に
取
.り
紙
ま
な
げ
れ
ば
な
ら
な
が

：

つ
た
の
で
%

: 

ら
：て
、
：
こ
こ
に
自
由
交
換
性
の
問
題
を
現
實
に
惹
起
し
た
璉
由
が
存
し
て
い
を

:.
'

^
 

'

.:
:

•

■

■

.

;.

V
:
M上
の
如
ぐ
、
通
貨
办
自
由
交
藤
性
の
問
題
は
現
實
に
は
ま
ず
ポ
シ
ド
の
自

.

. 

r
-
s
^
性
の
問
題
で
知
る
が
、,:
.な
お
こ
の
問
題
に
拍
車
を
加
え
て“
る
も
ゲF:

,

.
つ
の
：理3

が
あ
る
。一.
そ
れ
は
、.こ
の
間
置
單
に
ィ
ギ
リ
ス
經
濟
自
體
だ
け
：の 

も
の
セ
は
な
く
、.自
由
交
換
性
を
喪
つ
た
多
數
：の
國
々
の
間
，に
も
、
出
来
る
限 

り
导
い
期
間
に
：そ
れ..を11
2
復
し
た
い
..と_希
^'
.じ
.て
'い
?,
.も
€>
'
'が
.あ
，

K?.

と
.い
う
.こ
.

■ 

と
で
あ
る
.。
殊
に
西
'ョ
ー
ロ
ッ
パ
.€
>
主
要
.國
が
そ
れ
で
：あ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
國: 

ば
自
ら
自
由
化
の
態
勢.を
整
備
し
つ
つ
、.ィ
ギ
y
ス
が
ー
S
刖
進
す
る
の
を
待
：
 

機
し
て
い
る
の
で
あ
る。

;

:

.*•

.

'

.
そ
の
理
由
は
外
で
も
な
い
。
前
：に
述
べ
：た
通
り
、
北
中
和
の
：硬
貨
地
域
諸
國 

.は
ア
メ
リ
ヵ
を
中
心
と
しY
ド
.ル
.を
以
つ
て
決
濟
を
行
つ'
い̂
る
し
、:'
.
'又
軟
貨
“

.地
域
諸
國
に
對.し
.て
も
ド
.ル
決
濟
を
基
準
と
し
て
い
る
。
然
る
に
世
界
に
多
數 

を
占
め
る
軟
貨
諸
國
は
そ
の
相
互
間
に
於
て
、：
ド
ル
決
濟
を
行
う
場
合
も
あ
る

. 

が
、
こ
れ
ら
諸
國
は
ド
ル
不
足
に.惱
ん
で
い
る
國
で
あ
る
。
ド
ル
不
足
は
?

一
 

次
大
戰
後
に
於
け
る
宿
命
的
な
問
題
と
言
つ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て

' 

ご
れ
らli

M

は
出
来
る
限
り
ド
ル
拂
の
節
約
を
圖
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
. 

ら
、1
ド
ル
決
濟
：に
よ
る
の
は

一

部
分
.で
あ
り
、
大
部
分
は
支1

定(

に
よ
り
ポ 

ン
ド
を
以
つ
て
決
濟
す
るこ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ポ
ン
ド
は 

軟
貨
地
域
、
し
か
も
全
世
界
に
跨
る
領
域
に
於
て
、
國
際
通
貨
の
地
位
を
有
し 

て
い
る
の
で
あ
る
。
ポ
ン
ド
の
自
由
交̂
!が
問
題
の
.焦
點
で
あ
るこ
と
は
、
. 

こ
の
點
か
ら
も
分
明
す
る
の
で
あ
る
。

.

.」

：0

.

'

.

(

八
ニ)

"
.
'

イ
ギ
兑
ス
；か.ら
の
；報
道
'に
ょ
を
と
：、
：：自
由
化
：へ
の
轉
換
は
、
.：イ
ギ
リ
ス
自
體 

0

_
及
び
ー
體
と
；̂
て

-:
©
ス
.タ
ゼ
リ
>,
グ
地
域
办
經
濟
の>
相
當
程
度
.の
復 

興
を
俟
つ
'べ
：き
だ
と
い
：ぅ
結
論
尤
到
達
し
た
、
'-
'と
い
：ぅ
こ
と
が
、
；：イ
ギ
リ
又
攻 

府
當
局
に
太
づ
て
屢̂
表
明
さ
れ
て
い
る
。
：：し
か
し
ヨ
丨
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
國
、
 

就
中
西
ド
ィ
ッ
、
ベ
ル
ギ
ー
及
び
オ
ラ
ン
ダ
等
は
、
..
:一
九
五
六
年
春
か
ら
の
數 

力
■月
間k

於
て
^
、
.自
由
化
へ
の諸

！®

女
採
つ
.て
い
る
。
例
え
ば
西
ド
イ
ツ

((

一0
:金
轍
入
：の
自
由
化
と
國
內
自
由
金
市
場
の
創
設.へ

 

::
§

'.
'
-
_出代
金
の
海
外
保
有
の
許
可
：:'」

ハ

.

、(

一一：

1 )
：

外
國
株
式
取
引
所
乘
場
の
外
國
證
券
の
買
入
を
國
內
居
住
者
に
許
可

.す
る
こ
と
■■

」 

.

, 

.

v

s)

：
ド
ル
：物
資
の
輸
入
許
可S

大

■
_

等
の
諸
方
策
が
採
ち
れ
た
の
，で
あ
る
が
、
ス
イ
ス
及
び
べ
.
ル
ギ
ー
に
於
て
も
旣 

に
西
ド
イ
ツ
>.
'
同
程
度
の
爲
替
制
限
緩
和
が
達
成
さ
れ
て
い
る
し
、

オ
ラ
ン 

一
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
及
び
フ
ラ
ン
：ス
も
そ
れ
に
續
い
て
い
る
。
.
自
由
化
へ
の
態
勢 

.
■力
ら
す
る
と
、
寧
ろ.ホ
シ
ド
の
方
が.遲
れ
て
‘い
.る
と
さ
.え
み
ら
れ
る
の
で
あ
る 

.が
、
.し
が
，し
貿
易
通
貨
の
點
か
ら
み
る
と
、
も
ち
ろ
ん
ポ
ン
ド
の
方
が
上
位
に 

あ
り
' 

.
ア
メ
リ
カ
-
ド
ル
に
次
で
と
言
え
る
デ
言
か
換
え
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は 

■依
然
ア
メ
リ
ヵ.に
.次
.い
.で
の
經
濟
有
力
國
で
あ
り
、
ヨI
口
ッ
パ
で
は
明
か
に 

中
心
國
：で
あ
る
。
，
從
つ
て
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
國
も
、
自
ら
の
自
由
化
へ
の
態 

勢
を
整
備
し
_て
も
、
イ
ギ.リ
ス
に
先
立
つ
て
こ
，れ
を
斷
行
す
る
こ
と
は
出
來
ず
、
 

イ
ギ
リ
ス
に
先
立
つ
場
合
に
蒙
む
る
か
も
知
れ
な
い
不
利
な
影
響
を
避
け
ょ
ぅ 

と
す
れ
ば
、
勢
い
イ
ギ
リ
ス.の
先
行
を
待
た
ね■ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

,以
上
の
如
く
、
通
貨
の
自
由
交■

の
間
題
は
、
こ
れ
を
一般
的
に
み
れ
ば

い
ず
れ
の
國
に
.と
つ
て%'
望
ま
し
.い
も
の
で
あ
り
、
又こ
.れ
を
現
實
面
か
ら
み 

れ
ば
、
結
局
ィ
ギ
リ
ス.：が
そ
れ
を
键
成
し
得
る
か
否
か
.に
解
決
の
鍵
が
懸
つ
て 

い
る
の
で
あ
つ
て
、
ボ
ン
ド
.の
前
進
如
何
が
多
角
的
自
由
決
濟
制
度
復
興
の
肢 

路
を
な
し
て
い
る
と
い
ぅこ
.と
が
出
來
る
。

.
五
、
..
'

自
由
交
換
性
.
の
.意

義

；：
 

-

.

こ
れ
ま
.で
通
貨
の
自
由交
f

を
問
題
と
し
な
が
ら
、一.
體
そ
れ
が
如
何
な. 

る
意
味
を
有
す
る
も
の
で..あ
る
.か
に
.觸
れ
る
.と
；と
ろ
_が
な
.か
._つ.た
6
'し
か
し
玆 

で一

膘
そ
の
意
味
を
檢
討
し
.てお
く
必
要
が
.あ
る
。
:;
と
い
'
ぅ
吖
は
、
.
そ
れ
が
種 

•
々
に
解
釋
さ
れ
得
る
し
、
叉
人
に
：ょ
；つ
て
見
解
を
異
に
ず
る
_
れ
も
あ
る
か
ら 

.
で
あ
る
？

'

. 

^

■そ
れ
.で
は
自
由
交
^
1
,
.
{
8
2
1

づ
©

&:2
:
1
1
4
>
に
ば
如
郝
な
る
趣
式
が
あ
る
.
.
. 

か
と
い
.ぅ
に
、
.マ
，
ィ
ク.ダ
ル
.に
依
る
と
、
次
の
九
つ
.の
主
要
型
式
が
擧
げ
：ら'れ
. 

.て
い
.る
。
'

:

•

r

(

一
 >

:

傘
へ
のT,

般
的
交
換
性：

.

國
內
通
貨
は
自
由
に
：ニ
定
比
率
を
：も
つ 

て
金
と
交
換
せ
ら
れ
、4
の
輸
出
入
に
も
、
外
國
通
貨
の
取
引
に
も
、
。
何
等
制
. 

限
の
存
し
な
い
場
合
で
あ
る，；
.
：

.

■:0 
一

)

'.
外
國
通
貨
へ
：の1

般
的
交
換
性
と
金•
.

へ
：の

獲

交

糧

の

場

合

：
：
：
.
 

こ
れ
は
、
み
_
通
貨
の
罾
M
は
自
曲
で
あ
る
が
、
金
：へ
へ
の
交
換
は
制
限
を
受
け
；
 

'る
塲
合
で
'あ
る
0
'
...
'
,
/
.
.
'V
.
,
.

V
C三)

外
國
通
貨
：へ.

股
的
交
換
性
ば
存
す
る

^

が

，缺

如

し

て

い

る

場

合

：：
.:: 

©
i

s

爲
f

場
を
通
じ
て
外
國
通
貨
は
自
由
賣
貿
: 

澄
来
る
け
れ
ど
も
、
:：
:
'金
へ
、め
^

®

的
轉
換
は
如
何
汝
る
目
的
め
た
め
：

k

も
認
1 

へ
ン
め
ら
れ
な
ぃ
場
合
で
ぁ
る
^

但
し
自
^

叙

市

場

袋

在

し

得

る

か

ら

^

市

場

取

ゝ
世
界
爲
替
政
策
.の
動
向
_と
若
干
特
,

：
：

弓
.を
通
じ
.て
金
に
換
え
る
こ.：と
は
出
來
る。
.
.

(

四)

自
國
居
住
者
に
對
し
て
は
經
常
取
引
に
基
く
場
合
に
限
つ
て
外
貨
へ 

の
'轉
換
を
認
め
且
つ
非
居
住
者
が
自
國
內
に
保
有
す
る
勘
定
殘
高
の
ト
ラ

ン
ス 

フ
-T
.丨
に
0
:い
て
は
全
く
自
由
と
す
る場

合

,
自
國
居
住
者
が
外
國
通
貨
を 

取
得
出
來
る
の
は
卜
觀
黎
取
引
の
決
濟
を
行
ぅ
場
合
の
今
に
限
り
ゝ
資
本
取
引 

の
た
め
に
は
制
限
を
行
ぅ
場
合
で
お
る
。
又
非
居
住
者

(

外
國
人)
が
自
_
內 

に
有
す
る
.勘
定
.殘
高
を
外
貨
に
換
え
る.の
は
自
由
で
あ
る
け
れ.ど
も
、
若
し
そ 

■の
殘
高
が
、.外
國
資
本
と
し
て
自
國
內
に
投
下
さ
れ
た
資
產
を
換
金
し
て
生
じ
.、
 

た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

.

そ
の
勘
定
殘
高
は
自
國
居
住
者
の
勘
定
と
し
て
取
り 

极
ぅ
か
ら
、
搜
下
さ
れ
た
外
國
資
本
の
引
揚
げ
を
阻
止
し
得
る
の
で
あ
る
。

.

:

(

五〕

：
外
0
入
§

の
勘
^

高̂
の
轉
換
の
：み
を
認
め
る
場̂

通
貨
の 

.交
換
性
を
非
@

者
の
保
有
す
る
勘
定
殘
高
の
み
に
限
る
場
合
で
あ

つ

て

、

自
 

國
居
住
者
.の
：保
有
殘
高
に
對
し
て
は
そ
れ
を
認
め
众
い
が
、
^
國

居
-^
者
の
保 

有
分
に
.つ
い
て
は
、

「

.金

.又
；ゆ
■金
べ
の
交
換
性
あ
る
通
貨
に
對
す
る
交
換
、.
或
は 

外
醫
由
市
場
に
於
け
：る
賣
却
を
認
め
る
場
合
で
あ
る
。

.

，
：

::(

六)

.:
'
'
;
:
:

外
國
中
盡
行
及
び
大
藏
省
の
保
有
す
る
勘
定
殘
高
に
對
し
.て
自
由 

交
換
を
.認
め
る
場
合
：

外
國
の.貨
幣
當
局
：の
：保
有
に
係
る'勘
定
殘
高
だ
け' 

は

、
：
：
：
金

又

は

，
金

'へ
6

交
^

1
來
る
逋
貨
に
對
し
て
交
換
を
認
め
る
場
合
ヤ
、 

x

五)

:■
の
塲
合
と
大
差
は
な
：い
。
.若

し

そ

の

外

國

が

理

を

行

つ

て

い

な 

.け
れ
ば
：パ
其)

：
：
と

同1;
矻

な

る

が

、
：

'.
若

し

そ

れ

：
を

實

施

し

て

：
い

れ

ば

"

支

拂

を
 

受
け
る
當
該
外
國
入
は.そ
の
取
得
外
國
爲
替
を
、
貨
幣
當
局
に
引
陳
さ
な
け
れ 

一
ば
な6
ぬ
灾
あ
ろ
う
。
：'-
'
';-
;
へ
^
^
^
^
^

V:〈

七〉

：：
外i

中
央
銀
行
及
び
汰
藏
省
の
保
寧
る
勘
定
殘
高
が
、
い
ず
れ
.か 

の
通
貨
地
^
と
©
間

©'
經
常
取
引
か
ら
生
ず
る
亥
拂
に
對
し
て
©
み
轉
換
を
認

,一：へ
'
う.
：

...：:

.

■

.

(

八
-三
}
.
' 

,

.



へ
：

ノ

三

田

學

會

雜

誌

：
：

第
五
：十
卷
：

：

第

-*1

號

め
ら
れ
る
場
合
..
,
外
國
の
實
幣
當
局
の
保
有
す
る
勘
定
殘
高
が
、

：
(

3

--
.
.
.
:

の
：
 

場
合
に
は
用
途
に^

な̂
く
轉
換
を
認
め
ら
れ
る
：

が
、'.:

こ
め
場
合
に
は
.經
常
取
：

.引
に
伴
ぅ
支
拂
に
對
し
て
の
み
容
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
.こ
.の
.型
式
は
、
.一
.九 

四
六
年
に
.ィ
ギ
グ
ス
が
、.
.一:九

,0
六
年
の
英
米
借
款
協
定
の
條
項
吃
基
い
：て
實 

施
し
た
交
換
性
で
：あ
る
。
'
ハ

 

,

.:(

八
V
外
國
.中
央
銀
行
保
有
の
：勘
定
殘
高
が
、
多
角
的
淸
算
同
盟
を
通
じ
て 

轉
換
を
認
め
.ら
れ
る
場
合
：：-.
:外
國
の
貨
幣
當
局
め
保
有
に
係
る
殘
高
を
淸
算 

.同
盟
に
於
忖
る
殘
高
に
轉
換
す
ス£
と
..を
許
す
場
合
で
あ
：つ
て
、
，
.淸
算
同
盟
-に 

一
於
け
る
殘
高
は
：い
ず
れ
の
國
へ
め
支
拂
：に
も
利
用
し
得
名
の
で
あ
る
。
：
こ
れ
と
：
 

ほ
ぼ
同一

め
型
式
は
3
丨
'ロ
ッ
へ
。ハ.支
拂
同
盟
バ
拉?
0

)

が
行
，つV

い
る
が
、
'

た
.だ
'こ
の
場
合
金
へ
：の
轉
換
：は

一

部
分
に
限
ら
れ
石。

-
- 

ベ(

九)

自
國
居
住
者
に
對
す
る
通
貨
交
獲
と
、

(
非
屋
者
に
對
す
る
非
交 

糧
七
を
組
合
せ
だ
：場

合バ

こ

'©
型
式
.は
一
ス
ィ
，スの
\行
つ
て
_來
た
と
こ
6 

で
、
.ド
ル
.そ
の
他
の
I

通
貨
に
對
し
て
，ぱ
自
由
市
場
を
設
け
て
何
等
1

し
，
 

な
t
:が
、
スV

ス
と
.双
^

定̂
.を
_
結
し
.て
い
.る
國
め
.居
住
者
の
取
得_す
る
.ス
. 

ィ
ス
：-
フ
ラ
ン
に
つ
：

い
. ：

て
は
、：.交
^

1を
制
限
す
る
場
合
で
あ;?
>。

心
;

S
I)

R
a
y
m
o
n
d

 F. Mikesell, 

Foreign. Exchange, in 
the 

P
o
s
t
w
a
r

 World, N
.
Y
，' 1954, pp. 479—

4

001
.

'.
:
!
.

,以
上
數
個
の
劉
式
を
擧
げ
た
が
、.:
現
在
問
題
に
上
つ
て
い
る|

夂
1

ヾ
 

「

は
、
■.果
し
.て
そ
の
.い
ず
れ
、.に
屬
す
，.る
で
あ
ろ
_ぅ
か
.？
.
.
.
そ
れ
を
考
察
す
る
た
め
、
 

に
、
ま
ず
亩
出
交
換
性
に.對
し
て
全
く
逆
の
場
合
が
ら
採
り
上
げ
る
が
、
：そ
れ 

は
非
自®

交
換
性
.(in

'oonverti

cr'.ility)

で
あ
る
。
と
の
場
合
に
は.、
a
货

. 

が
如
何
な
る
意
味
に
於
て.も
交
換
さ
れ
得
な.い
場
合
と
解
す
る
說
も
あ
る

」

が
、
 

し
か
し
そ
う
し
衣
場
合
は
純
然
た
る
孤
立
經
濟
で
な
け
れ
ば
お
り
得
な
い
"
.
從

ー.
ニ 

.

.

.

.

(

八
四)

::

っ
て
、
.

—般
的
交
換
性
は
與
え
ら
れ
な
い
け
れ

ど
も
、
貨
幣
當
局
の
許
可
の
あ 

っ
た
；場
合
に
の
み
交
換
の
許
ざ
れ

'る
場
合
と
解
す
る
の
が
.至
當
で
あ
ろ
う
，
換 

言
す
れ
ば
、
交
換
胜
が
す
べ
て
許
可
制
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、

わ
が 

國
.の
：場

合

の

：
如

音

.は
ま
ずij

れ
に
嵐
す
る
わ
け
で
あ
る
:0

か
：か
る
非
自
由
交
糧
に
對
照
す
る
上
、
前
記
の
■敷
型
式
ば
い
ず
れ
も
多
か 

れ
少
な
か
れ
.自
由
交
i

を
有
し
て
.：い
：る
わ
け
で
あ
る
が
、
.そ
れ
で
は
第
一
一
次
.

.

大
戰
以
降
こ
.の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
際
、
實
際
妞
何
な
る
解
釋
が
と
ら
れ
た
か
ぃ 

:
:と
い
う
に
、'最
初
は
、
ポ
ン
：ド
を
ド
ル
に
：轉
換
出
來
る
權
限
と
い
う
：
狹
い
意 

味
に
解
釋
す
名
こi
が1

般
的
で
あ
っ
た
：。
へ
と
い
う
の
は
、
.
第
二
次
大
戰
以
來 

ド
ル
.不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

i

た
か
ら
で
.あ
る
。
と
こ
ろ
が
事
態
の
推 

#
:に
從
.っ
べ
：
そ
の
解
釋
が
擴
大
さ
れ
、..
:金
べ
の
交
換
性
を
も
包
含
さ
れ
る
ょ

：

. 

:う
に
^
つ
'た
の
.で
あ
る

。
.'.'.
-:

.本
の
意
味
.か
ら
：い
う
と
、
前
記
型
式
の

C 
一. 

Vか
らS

I
X

ま
で
、
又
は
そ 

の
い
ず
れ
か
.は、：

父
糧
に
當
る
：わけ

.で
あ
る
が
、と
れ
|に
反
し
て(

四〕 

奴
下
は
何
等
か
の.制
限
の
存
す
る
場
合.で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
由
交
糧 

.は
1
:
1
っ
の
類
型
に
分
類1
得
る
と
い
，う
こ
と
ヤ
あ
っ
て
、.
そ
れ
は
完
全
自
由
交 

. 

(full, eonvertibiiity)

と
制
限
自
由
交
換
性

(limit converti- 

bility)

'.:

と
.で
あ
.る
。
卽

ち(

.一

.

)

か
ら
.

(

三
.

)

ま
で
は
前
考
に
當
り
、(

四〉 

奴
下
は
後
者
に
屬
す
る
わ
：
^

あ
る

。
■

'

 

y
そ
れ
で
'

は
；：(

：.
1

)

7
か
ち
；達

パ
で
あ
る
か
と
い
う
に
、
ま
ず
こ
れ
を—*
般
的
に
言
う
と
、
通
貨
保
有
者
の
居
生 

地
の
如
何
に
：拘
ち
ず
、
，
そ.の
保

有

通

货

を

他

，の

.い
ず
れ
か
の
通
貨
又
は
金
と• 

4
、
自
田
に
：且
0
耍
求
次
第
轉
換
す
る.こ
と
.が
許

さ

れ

て

い

る

'場

合

と

い

う

こ 

:

と

に

な

る

。
.とa
.^
で

斯

か

る

條

件

を

充

た

す

'(

,
10,
.
:の
場

合

は

、
.
俥

統

的

金

本
位
制
度
の
場
合
で
あ
る
。
國
內
通
貨
は
紙
幣
で
あ
っ
て
も
、
金
：と
の
兌
換
、
 

そ
れ
の
處
分
、
並
び
に
外
國
爲
替
の
薦
貝
が
全
く
自
由
に
行
わ
れ
得
る
の
で
あ 

る
が
、
こ
の
型
式
の
金
本
位
制
度
は

4

九
三
〇
年
代
に
沒
落
し
て
了
い
、
.今
日 

で
は
再
興
に
必
要
な
條
使
が
與
ぇ
ら
れ
て
い
な
い。.

’：'■:,■

.

(

ニ)

■の
型
式
は
、.現
に
ア
メ
リ
ヵ
が
第
一
一
次
大
«
而
か
ら
採
っ
て
い
る
も
の 

で
あ
る
。'(

一)

の
型
式
と
の
相
違
は
、
金
の
兌
換
に
っ
い
て
の
み
で
あ
っ
て
、

こ
の
f
ロ
に
は
^
P
の
申
i

n

爲
替
安
定
基
金
又
は
大
藏
省
等
貨
幣
當
局.
 

t
對
し
、
そ
れ
ら
が
自
國
か
ら
の
金
の
證
を
容
認
す
る
場
合
に
の
み
、
ア
メ
，
 

リ
力
：も
亦
そ
れ
ら
の
國
に
對
し
て
金
の
輸
出
を
認
め
る
と
い
う
の
.で
あ

る

。
'.
'
.
從 

っ
て
民
間
機
關
に
對
し
て
は
ー
切
金
兌
換
が
認
め
ら
れ
な
い
め
で
あ
る

。
'- 

a
m

の
型
式
も
亦
、.金
へ
：の
轉
換
性
の
み
が
相
違
し
て
：い
る
：の
で
あ
.っ
て
、

こ
の
場
ム
ロ
に
は
、
自
由
金
市
場
が
公
式.に
又
は
非
公
式
に
存
在
し
、
，そ
と
に
於
.、
 

て
金
を
，̂
得
し
得
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
國
內
•通
貨
が
一
定
比
率
を
以
つ
て
金 

に
轉
換
さ
れ
る
ど
い
う
保
證
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
市
場
相
場
を
以
づ
て
.金
が 

取
得
さ
れ
る
の.で
あ
る
0 

:
■ 

y
上
を
通
觀
す
る
と
、(

一)

_

は
最
早
現
代
：の
も
の
で
は
な
く
、

(

ニ) 

又
は(

三)

塑
式
が
完
全
自
由
交
糧
を
代
表
す
る
こ■と
に
な
る
。(

一
一

)

は(

三) 

ょ
り
も
、
政
府
機
關
を
通
じ
て
の■金
の
兌
換
及
び
輸
出
が
：認
め
ら
れ
て
い
る
點 

に
於
て
、
交
換
性
が
ど
り
大
で
あ
る
と
言
え
る
の
.で
あ
る
か
ら
、ま

ず(

一
W 

が
完
全
自
由
交
霞
の
型
式
で
あ
り
、

(

三)

が
準
完
全
自
由
交
換
性
の
場
合 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
ょ
う
。
旣
に
ィ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ド
、
西
ド
ィ
ツ 

等
で
は
自
由
金
市
場
が
再
開
さ
れ
て
い
る
の
，で
あ
方
か
ら
、.
外
國
爲
替
の
自
由 

賣
買
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
.通
貨
の
自
由
交
換
性
は
囘
復
名
れ
た
と

更
r
こ
れ
を
現
實
に
當
て
は
め
て•み
れ
ば
、
自
國
に
自
由
金
市
場
が
存
在
し、
. 

3.
つ
；ア
メ
リ
カ
.,'
.
:ド
ル
：ど
：の
轉
換
が
自
由
であ
る
.な
ら
ば
、full converti- 

-bility

と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
.
何
ど
な
れ
ば
、
ド
ル
は
今
日
最
大
の
自 

由
交
^
^
1を
有
^
て
.居
り
、
い
ず
れ
の
通
貨
及
び
金
に
對
し.■て
も
交
換
性
を
有 

し
で
い
る
か
^

あ̂

る
;;
0
'
.
；
'
-一'

:

こ
れ
に
反
し
て(

四)

以
下
の
.型
式
は
、

の
相
手
國
、
取
弓
者
の
居
住 

地
、
.取
引
の
種
類
等
^;
よ
っ
て
、
何
等
か
，の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
.從
っ 

て制限自由交の場合

.で
あ
各
が
、
：
そ
れ
は
非
自
由
交
換
性
か
ら
完
全
自 

由
交
換
性
に
至
る
幾
づ
か
の
中
間
段
階
に.あ
る
.と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

.
も
ち
ろ
ん
、
.今
日
窮
極
目
標
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
通
貨
の
自
由
交
換
性 

'
.は
、
；.完
全
自
由
交
糧
.で
あ
る
。
世
界■の〈

王
要
通
貨
は
そ
の
程
度
に
差
異
こ
そ 

あ
れ
、
.制
限
自
由
交
換
性
を
有
し
て
い
る
の
、
.，で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
如
何
に
し
て 

完
全
_
由
交
§

に
推
進
す
る
か
が
、

.

當
面
世
界
經
濟
に
與
え
ら
れ
た
課
題
な 

の
-で
あ
る
。

. 

•

■ 

■ 

V

■

:

六
、;
ィ
ギ
リ
，ス
：爲
替
政
策
と
ボ
ン
ド
の交
換
性

-
■ 

. 

* . 

• 

■

さ

て

、以
上
の
：如
き
通
貨
の
自
由
交§

が
果
し
て
達
成
さ
れ.る
で
あ
ろ
う
. 

か
、
就
用
そ
の
中
心
：に
立
ち'
全
問
題
解
決
.の
鍵
と
^
る
ポ
ゾ
ド
が
、
何
時
そ 

.れ
を
實
現
出
來
る
で
あ
ろ
ラ
か？

.

:•
■'今
そ
れ
を
槪
略.な
が
^'
も
檢
討
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ィ
ギ
リ
ス
が
大
戰
以
來 

紙
っ
て
来
て
い
る
爲
替
政
策
を
全
面
的
に
採
り
上
げ
、
且
づ
ィ
ギ
リ
ス
連
邦
經 

濟
及
び
^
界
經
濟
.を
幾
多
の
角
«
か
ら
分
析
す
る
必
耍
が
あ
ろ
う9
し
か
し
そ 

れ
A
本
稿
の
'企
圖
す
る
.と
こ
ろ
.で
^

い
。
m -
に
ィ
ギ
リ
ス
戰
後
の
爲
替
政
策
だ 

.
け
に
腺
っ
て
戈
グ
そ
れ
は
廣
乾
多
岐
に
瓦
っ
て
い
る
め
で
あ
る
か
ら
、
玆
で
は

■

“
.
.
'
,■

:

一：
三

(

八
五〕

•

言
い
得
る
.の
で
あ
る
。
.
'
‘

:■
■

世
界
爲
替
政
策
-
の
動
拘
と
若
千
特
徵：

.

.

.

.

.

.

.

.



:

三
田
學
會
雜誌. ；：：

0
$
第
：

1:f

號
：
:•
..'
:

■た
.だ
大
體
：の
過# ：
を
極
X
大
局
的
に
み
る
に
止
：が.ょ
う
と
思
ラ

。.'

'

V
'::

い
う
ま
で
も
な
く
、
ィ
ギ
リ
ス
本:#
.€
>
.交
戰
風
と
同
樣
に
、-;
:
.大
戰
中
は
ポ
ゾ
：; 

ド
.の
交
換
性
を
金
面
的

g

停
止
せ
ざ
る
を
得
な
れ
っ
た
。
；
從
づ
；
£

笨
の
爲
替
：
 

政

,^
は
、
.終
始
、
ポ
ン
ド
の#

^

!の
囘
復
と
ぃ
う
目
標
に
向
け
ら
れ
で
い
吝.
 

の
で
あ
'̂
。
ィ
ギ
リ
ス
は'大
戰
遂
行
の
た
め
ア
メ
リ.ヵ
の
#|
-
的
援
助
を
受
げ
る
：
 

に
當
り
、
書
來
通
商
上
；の
差
別
待
遇
を
一

：

切
撤
廢
ず
る
と
ぃ
う̂

を̂
し
た
の
. 

で
あ
る
が
、

1
九
：四
玉
年
.に
英
米
借
款
協
定.^
ょ
っ
て
ア
メ
リ
力
‘か
ら
皆 

款
を
受
け
る
に
際
し
て%.
、

そ
の

趣
！！

日
を
踏
襲
し
、

.こ
の
協
定
發
效
後
一
力
申‘ 

以
內
.に
、
：外
國
が
全
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
と
吖
經
常
取
引
か
ら
取
辱
す
る
ポ
ン 

ド
は
、.他
の
如
何
力
る
通
貨
地
域
と
の
經
常
取
引
の
た
め
.に
も
、
肖
由
無
差
別 

に
使
用
し
得
る
ょ
う
に
措
置
す
る
と
と
を
約
し
た
0
ィ
ギ
リ
ス
は
こ
の
協
定̂ 

從
ぃ
、
終
戰
划
来
着
手
し
た
爲
替
制
限
緩
和
の
撒
置
.を
一
段
と
推
進
す
る
こ
と 

と
し
た
。
殊

に一

九
四
七
年
に
は
、,ボ
ン
ド
の
う
ち
に.
.

「

振
替
可
能
勘
定」 

(Transferable A
c
c
o
u
n
t
s
)

な
る
種
別
を
設
け
、
そ
の
適
用
を
受
け
る 

國
十
七
ヵ
國
を
指
定
し
、
ポ
ン
ド
の
他
の
種
別
で
あ
る
.

「
ア
メ
リ
ヵ
勘
定」

と 

の
間
に
經
常
取̂

の
.た
め
に
相
互
振
替
を
認
め.る
こ
と
と
し
た
。
.
卽
ち
振
替
可 

能
勘
定
の
適
用
を
受
け
る
國
が.、
入
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
.に
輸
出
し
て
ポ
ン
ド
を 

取
得
す
る
と
、
そ
れ
は
 
一
M
振
替
可
能
勘
定
に
繰
入
れ
ら
れ
る
め
で
あ
る
が
.、 

更
に
そ
れ
を
ア
メ
リ
力
勘
定
に
振
替
え
る
こ
.と
を
許
し
た
の
で
あ
る
。

力
く
し
て
、
ポ
ン
ド
の
交
換
性
，の
制
限
は
あ
る
'程
度
緩
和
さ
れ
て
食
由
が
興 

え
ら
れ
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は#.
額
の
ポ
ン
ド
が
振
替
可
能
勘
定
か
：ら 

ア
メ
リ
ヵ
勘
定
に
振
替
え
ら
れ
、
更
に
ア
メ
リ
.力
勘
定
か
ら
金
.
ド
ル
に
轉
換
： 

.さ
れ
た
の
で
、
ィ
ギ
リ
ス
の
金•
.ド
ル
_
備
.は
急
激
に
減
少
の
ニ
途
を
拙
り
、 

撤
かi

力
月
ば
か
り
に
し
て.、
振
替
可
能
勘
定
か
ら
ア
メ
リ
カ‘勘
定
へ
の
振
替
.：

' 

r

四.
(

八
.六〕

:
;は
停
止
せ
ら
れ
；

」

沭
ン
^
は
再
び
交
糧
を
局
限
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
卽
ち
自 

由
交
換
性
囘
復
の
政
策
は
一
頓
挫
を
来
た
し
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
ィ
ギ
リ
ス
は
、.ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
を
一
つ
の
通
貨
地
域
と
し
、
地 

域
內
諸
國
の
金
•
ド
ル
：ば
す
ベ
て
ィ̂T:

リ
；ス.に
.葉
中
保
有
す
る
所
謂
ド
ル
■
プ 

.
丨
ル
制(Dollar

ノpool)

-を
採
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
ス
タ
-
-
リ 

-.
シ
グ
地
域
諸
國
の
崮
際
收
支
の
惡
化
に
當
面
し
て
.金
,
ド

ル

糧

.
の
危
機
を 

招

來

し

た

の

で

(

余

，.ド
ル

準

備
の'
最
低
：線
は
ー
ー

0
億
ド
ル
見
當
で
あ
る
と
い 

わ
れ
て
い
る)

、
.
ー.九
四
九
年
九
月
に
は
、

ポ
ン
ド
の
平
價
切
下
三
0
%
餘
を 

斷
行
し
た
の
で
あ
る。：

. 

.

.

.
平
價
切
下
後
は
、
國
際
收
支<0
.改
善
に
伴
い
、.爲
替
1

緩
和
の
措
置
を
徐. 

々
に
ど
っ
て
來
た.が
、.
'殊
に
ー
.九
五
.三
年
以
後
ィ
ギ
リ
ス
經
濟
の
復
興
に
顯
著 

な
も
0
が
あ
.り
、
ポ
ン
：ド
交̂

!
の
囘
復
並
び
に
通
商
自
由
の
方
向
に
向
い
、 

一
連
.の
自
由
化
措
置
が
相
次
い
で
實
亂
さ
れ
て
來
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
經
過
を
迎
づ
て
、
ボ
ン
ド
の
交
權
は
漸
次
间
復
さ
れ
て
來
て 

.は
い
る
が
、
勿
論
そ
れ
は
ま
だi

自
由
交
I

の
段
階
に
あ
る
の
で
あ

つ 

•て
、
完
全
自
由
交
換
挫
で
は
な
い
。
從
つ
て
制
限
の
程
度
.に
應
じ
て
ポ
ン
ド
に 

種
別
が
設
け
ら
れ
て
い
る.の
で
■あ
る
。
現
在
の
制
度
は
，

1

九
五
四
年
三
月
の
改 

正

爲

馨

理

法

に

：基

礎

を

お

v

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
種
別
の
主
な
も
の
を
擧 

げ
る
と

次
の
如
ぐ

で
あ
.る
。：
：

：

(

一V

ア
メ
リ
力
勘
定
へ

A
m
e
r
i
c
a
n

 A
c
c
o
u
n
t
s
)

^ f
g i
ド

ル
地
域
と
稱 

せ
ら
れ
る
通
貨
地
域
の
居
住
者
が
、
ィ
ギ
リ
ス
の
銀
行
に
保
有
す
る
ポ
ン
ド
勘 

定
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ.る
。
こ
の
潼
の
ポ
ン
ド
は
、
.ド
ル
地
域
內
諸
國

の 

間
に
於
て
は
轉
換
は
自
由
で
あ
り
、
從
づ
て
ア
メ
リ
ヵ
.
ド
ル
及
び
金
に
連
麵 

..して
い
る
わ
け
で
：あ
る
。
：
又i

の
登
錄
勘
定
と
の
間
の
相
互
移
轉
も
出
来
る

■;
:
:備

考
'■(

—.T

矢
印
：は
自
由
撅
替
の
方
向
を■示
す
。

へ

二
>■.
'■

哼 

■

?:

.右
は
ポ
ン
.ド
0
自
由
性
0
大
耍
を
示
1;
た
も
の
で
.ぁ
：る
が
、

こ
れ
：に
ょ
つ
て 

.も
ほ
ぼ
推
知
出
來
る
こ.と
は
、
.非
&:
往
者
の
も
つ
ポ
ン
ド
に
は
自
由
が
興
ぇ
ら_
 

:

れ
て
も
、
唐
住
者
の
有
す
る
ポ
ン
'ド
に
は
そ
れ
が
興
え
ら
れ
な
い
と
い
ぅ
こ
と 

'で
知
^:

卽

ぢ

<¥:
.リ
ス
が

^

^

:

して来
た
爲
替
制
限
緩
和
の
措
置
は
、 

ま
ず
主
：わ
し
て
.'非
居
住
者
め
ポ
ン
ド
勘
定
を
對
象
と
し
て
進
ん
だ
の
で
あ
つ 

て
、
，
指
定
.地
^'
內
の
居
住
者
ポ
ン
ド
勘
定
は
、
最
も
自
由
が
制
限
さ
れ
て
：い
る

.
■
.
ゾ

 ̂

• 

.

-

.

< 

八
七)

'

:

.
7 !
r

-

至

(

三〕

.

は
十
ギ
リ
ス
か
ら
が
て
外
國
で
あ
り
、
.所
謂
非
居
往
^
?の
保
有
す 

る
.。ホ
.
.ン
ド
勘
定
：

(
N

o
n

r
e

s
i

d
e

n
t

.
A

c
c

o
u

n
t

s
)

 

■

で
あ
る
、が
、
指
定
地
域
內 

に
あ
る
者
は
居
住
者
で
あ
り、
' そ
の
：保
有
に
係
る
ポ
シ
ド
は

居
住
者
勘
定 

;
:

(
R

e
.

s
i

d
e

n
t

'
A

C
C

O

目

t
s

)

で
あ
る
.。
居
住
者
勘
定.は
、
指
定
地
域
.の
內
部
に 

;
.於
け
る
振
# '
_

辑
ヤ
あ
る"C

指
定
地
域
內
の
.地
方
當
局
に
ょ
り
若
干
の
制
限 

が
加
；え
ら
.れ
る
場
合
も̂'
£ :

/
■

が
、
こ
の
勘
定
か
ら
前
記
諸
勘
定
の
い
ず
れへ
 

;
も
自
由
な
轉
換
ぱ：

認
め
ら
れ
な
い
め
で
あ
る

『

.

.

>

以
上
.の
各
種
ボ
ン
.ド
勘
定
間
O'
交
換
性
の
關
係
を
圖
示
す
る
と
、
次
の
如
く 

に
な
る
0.
,
:
'
: 

‘

:

•.
.
.
.
:
-

が
、
振
替
可
能
勘
定
及
び
指
定
地
域

(

ス
タ
-
リ
ン
グ
地
域)

.に
對
し
て
は
"

7 
メ
リ
力
勘
定
か
ら
は
勿

il

轉
換
出
來
る
け
れ
ど
も
，
逆
の
轉
換
は
自
由
に
は

(

ニ)

ー
登
錄
勘
定
ス
^
®̂.
^
^)
®。A

c
c
o
u
n
t
s
)

こ
丨
の
種
の
ポ
ン
ド
は
、 

指
定
地
域
’ < 
ス
ダ
ー
リ
シ
：グ
驰
域

)

.：及
び
ド
ル
地
域
以
外
の
居
往
者
の
た
め 

.に
、
.イ
ギ
-̂
ス
公
認
敏
行
に
保
有
さ
れ
る
ボ
ン
へ
ド
勘
定
で
あ
る
タ
パ
こ
の
種
の
ポ

.
' 

ン
ド
勘
定
は
、
そ
の
居
往
者
が
金
又
は
ア
メ
リ
カ
•
ド
ル
若
し
く
は
カ
ナ
ダ

• 

ド
ル
を
イ
ギ
リ
ス
の,

ど
寶
却
し
.て
微
た
手
取
金AJ 、：

ア
メ
リ
力
勘
定
から 

.
の
振
替
と
.に
ょ
：つ
て
創
設
さ
れ
る
も
.の
で
あつ■て
、
‘そ
.の
轉
糧
は
ア
メ
リ
カ” 

:.
勘
定
ど
同
樣
で
、：
ア
メ
リ
力‘
ド
ル
.の
寶
實
及
び
口
ン
ド
ン
金
市
場
に
於
け
る 

'取
引
に
使
用
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。
，卽
ち
內
部
振
替
の
外
に
、
.
ア
メ
リ
カ

•
ド 

ル
及
び
ア
メ
リ
カ^

{に
對
し
て
は
相
互
轉
換
が
此
來
る
が
、
：振
替
可
能
勘
定 

及
び
指
定
地
.域
に
對
し
て
は
登
錄
勘
定
か
ら.
2
方
的
轉
換
の
：み.が
認
め
*?
'-れ 

る
。

.:
•

'■
'

ぐ

'
,
'

，(

三)

.

振
替
可
能
勘
定(Transferable .Accounts )

一
こ
の
種
の̂

ン
. 

ド
ば
前
に
も1

寸
述
ベ
た
ょ
ぅ
に
、
ド‘
：地
域
及
び
指
定
地
域
以
外0
外
國
房
- 

住
者
が
、
.イ
ギ
U
X-
-
の
銀
行
に
保
有
ず
る
ポン
ド
勘
定
で
あ
る
か
ら
、
犬
多
數 

の
國
の
も
つ
ポ
ン
ド
は
こ'れ
，に
®
す
る
。
.振
替
可
能
勘
定
は
、
.相
互
間
の
振
替 

"は
■自
由
.で
あ
る
0
又
ア
メ
リ
カ
：勘
定
及
び
澄
魏
勘
定
か
ら
振
替
可
能
勘
定
へ
の
一 

:

移
轉
と
振
替
！

F

能
勘
定
か
ら
指
定
地
域
べ
の
移_
は
'自
电
で
あ
飞
が
、
そ
の
逆 

方
向
は
_
め
ら
れ
て
い
：
な
ぃ
。

..
'
'
:
、

(

四)

指
定
地
域
^
&
良
&
邕

Territories )

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
を
中 

_心
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
諸
國
並
び
に
そ
：れ
に
追
隨
す
を
諸
國
.で
あ
つ

て''
一

體
と
し
て
，ス
.タ
ー
■リ
ン
グ
地M ;
'
を
形
成

し
て

い

る
の

；
で

あ

：̂
。.前
記
の

.

( ；

一)

,
.
.

.

. 

, 

:
-

-

:

,
，

世
界
爲
替
政
策
の
動
向
と
若
干
特
徵:

‘
.
,
'



.パ
'
,
パ..
'

1
1
3

 
事
會
雜
難 

■ . > 

ノ
：：：

ソ
：

:■
:.'-

,の
で
あ
る
。

，

.

.

.
G
れ
を
段
階
：̂
に
：み
る
!%
^:
メ
，リ
ヵ
^

ど̂
登
錄
勘
定
は
良
卸
化
さ̂
て
：
 

;
:ぃ
名
が
、_

可
能
勘
定
比
制
限
を
受
け.で
居
り
:-
':
>
更
：に

榕

定

地

域

居

；̂

勘
ー 

.:

定
汰
一
っ
層
め
麗
下
に
あ
る
。
':
.
'そ
"こ
で
：ポ
シ
：
ド
の

&;
由

交

糧.ゼ
問
題
^

す
る 

:'
'
-
'
な
ら
ば
广
結
局
に
於
て
：、.；：
振

替

可

能

勘

定

;>
:居
住
者
勘
淀
^
に
如
何
に
1>
:で
自 

:由
性
を
敗
與
ず
旮
か
と
い
：う
問
題
に®

す
る
々
或
は
：こ
れ
を
：

1

:

1

せ̂
し
：：
 

.め
れ
•は
、
.か
か
る
勘
定
.の
：種

別

，を

全

廢

す

る

と

い

.う

.こ

.と
に
な
■る
め
"で
あ
る
o
.

.然

.

>0

ね
、
：.玆a

新
だ
允
る
間
題
が
提
起
さ
れ
た
。へ
そ
れ
は
、
：

 

一*
^

.

.月

.に
振
替
可
能
勘
,^
.服
域
.ガ
著
:'
L
く
擴
大
さ
れ
た.と
い
う
.こ
と
が
、_
-?
:
•
.
の
.—*
つ 

,
,で
あ
る
。_

他
の
勘
定
に
屬
し
て
い
；た
諸
國
が
振
替
可
能
勘
定
地
域
に
編
入
：
 

:

さ
れ
、'ド
ル
^
び
：
ス

タ

ー

リ

シ

グ

地

域

以

外

の

殆

ん

ど

す

.
べ

せ

の

國

を

包

含

す 

.る

.に
至
づ.た
の

ヤ

あ

る

。
？

.こ
>の
>-
-
'
1
と
ほ
爲
馨
理
_の
簡
素
化
に
す
ぎ
な
い
と
言 

.

.え
る
の
で
あ
る
：が
、"と
の
ご
と
が
後
に
至
り
、
.新
た
な
問
題
の
契
機
と
な
つ
た 

: 

'
の
で
あ
っ
て
、
：卽
ち.一
九
M
2L
年
：
ニ

月

に

至

ヶ
\■や
リ

は
^

に
對
し
て
事
實
--
1
:の
ド
ル
.へ
の
交
糧
を
附
與
し
て
了
つ.た
の

セ

ん

る

。
.
：
卽
ち 

，'世
！
^
<
务

數

の

國

の

4:
つ
ポ
ン
ド
勘
定
に
對
し
て
、
事
實
上
の1/
由
交
^

1が 

:
附

興

さ

，れ
た
の
：で
あ
る

。
:;
:
.
:

:

一
體
爲
場
の
公
定
制
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
闇
相
場
の
成
立
す 

る
の
が
自
然
の
成
行
き
で
あ
づ
そ
、
ポ
ン
ド
も
亦
こ
れ
を
免
れ
て
い
な
い
ヴ

in
- 

ち
交
種
に
制
限
を
受
け
る
ポ
ン
ド
に.っ
.
“
て
.は
、
外
國
市
場
に
於
て
公
定
相 

場
を
離
れ
た
闇
相
場
が
建
て
ら
れ
て
い
：
.る
が
、
そ
れ
が
事
態
の
推
移
の
裡
に
ィ 

ギ
リ
ス
，政
府
か
ら
默
認
さ
れ
た
貌
と
な
つ.て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
四
年
下 

■ 

_

期
か
ら
、
i

可
能
ポ
ン
ド
の
闇
相
場
が
低
落
し
、
：低
水
準
に

t
：#

を
續
け
た_ 

が
、
そ
れ
は
單
に
振
替
可
能
ボ
ン
ド
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
公
定
相
場
を
も
壓
迫

.
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じ

お

邂

濟

情

勢

等

に

は
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こ

で

觸

れ

な
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.が
、
：
' そ
の
ま
ま
の
連
態
が-—
*
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九

五

：
五

年

に

：入

つ

で

も

.#
續
し
太
の
で
、.
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-.
'
■
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リ
木
政
府
は
嗓
定
割
引
步
合
の
即
上
げ..
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等

で

對

處

し

た

が
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.
つ
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に

同
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.
は
S

:

:.衡
基
金
に
對
じ
て’
海
外
め
自
由
バ
闇
^
市
場
に 

.■
患
し
て
ポ
ン
ド
を
賀
支
え
る
權
限
を
附
與
し
た
乂
霞
接
的
任
意
策

)
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$
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.
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丨
ク
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の
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§
^
場
.に
.出
動
し
た
の
で
、

:
:
'

振
替
可
能
ポ
ン.̂
-の
相
場
は
囘
復
安
定
す
る
こ->
:
'と
.な
つ
.た
：？

し

か

し

そ

の

結 

へ
：
 

'巣

、
、
：從

來

闇

取

引

盡

1;
文
振
替
可
帶
シ
：ド
勘
定
か
ら
ド
ル
へ
轉
換
さ
れ
て 

:

い
た
事
實
女
公
認
し
た
と
と
：：に
な
り
、
'-
振

替

可

蘭

定

の

®
！
^
交

證

が

事

實
 

-

上
承
諷
さ
办
で:-
7
つ
.た
と
主
張
名
れ
る
所
以
が
玆
に
あ
る
の
で
あ
る
。
、
た
だ相 

■'
:
,■'
違
す
る
と
こ
ろ
は
公
認
ポ
ン
ド
は
杳
定
相
場
で
轉
換
粟

る

が
、
振
替
可
能
ボ 

■:■■
-.

ゾ：

ド
は
事
實
上
の
交
糧
で.あ
る
か
ら
、
へ
一
定
相
場
が
保
證
さ
れ
て
い
な
い
。

' :

:
.平
衡
基
金
..の
出
動
し
、
た

際

の

相

場

に

依

る

、

と
い
ぅ
^

で
差

異

が

あ
る
だ

け

で'

-
あ
.る
。

：
.'

./
:

拟

上

：の
：所
述
に
よ

.り
、
ぺ
ポX
ド
の
官
由
交
糧
の
焦
點
が
何
處
に
存
す
る
か 

:
が
ャ
ほ
ぼ
_明
.か
に
な
つ
た
で
あ
ろ
ぅ
と
悤
ぅ
。
，卽
ち
振
替
可
能
ポ
ン
ド
の
自
由 

。
交
換
性
を
裏
實
土.の
承
認
.か
^:
法
律
上
の
承
認
へ.推
進
す
る
こ
と
と
、
.
居
住
者 

■

勘
定
ポ
ン
ド
の
制
限
如
緩
和
の
方
向
べ
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
殘
つ
て
い
る
ル
で

■

あ
る
。.
.
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:
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:

言
い
.換
え
る
.と
、
ポ
ン
ド
は
完
全
自
由
交
糧
へ
可
な
り
近
接
し
て
い
る
.と 

い
え
.る
。
：：前

に

指

摘

^
た
通
り
、
ョ
丨
ロ
ッ
パ
大
陸
主
要
國
の
通
貨
ょ
り
も
な 

.
，お
遲
く
れ
て
い
る
と
と
ろ
が
あ
る
と.は
言
え
、
.今
數
步
に
し
て
目
標
に
近
接
し 

'■
得
る
態
勢
に
ま
で
は̂

_し
て
い
る
と
言
え
よ
ラ
。
'
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
經
濟
の 

:

,

.歩
み
は
そ
う
順
調
な
情
勢
：の
み
に
は
あ
り
得
な
.い
の
で
あ
つ
て
、

一九
芄
五
年

の
國
際
收
支
が
悪
化
の
狀
態
を
示
し
た
の'で
、
自
由
交
I

の
間
題
は
一
時
停 

頓
し
て
了
づ
.た
？
そ
の
早
期
の
囘
復
は
諸
國
か
ら
可
な
り
强
く
期
待
さ
れ
て
い 

る
:°
果
じ
て
そ
れ
が^
2
1
^
.

に
.實
現
出
來
る
で.あ
ろ
う
か
と
.
.い
う
に
、
私
は
.そ
ご 

に
依
然
と
し
.て
@
だ
困
難
な
條
#:
-が
横
た
ゎ
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
根
本 

は
第
二
次
大
戰
に
よ
る
世
界
經
濟
の
構
造
的
變
化
：に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

.ぞ
れ
の
' 

.金
融
的
現
象
は
ド
ル
不
足
問
題
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
こ
の
間
題
も
時
日
の
經 

過
と
共
に
あ
る
程
度
緩
和
さ
办
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
ク
敬
苯
的
に
修
正
さ
：
 

れ
る
と
こ
ろ
が
ら
は
ほ
ど
遠
い
の.で
あ
る
。
：，ア〜

リ
ヵ
の
經
濟
援
助
に
よ
：
.つ
： 

て
、
そ
れ
が
少
な
か
ら
ず
隱
蔽
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ィ
ギ
リ
ス
自
體
：は
完 

全
自
由
交
換
性
：の
早
期
囘
復
を
希
求
し
て
い
る
.：の
で
あ
ろ
う
し
、
.
又
ぞ
れ
へ
の 

謹
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
世
界
經
濟
の
ニ
‘大 

.陣
營
へ
の
分
裂
と_
罾
め
變
化
と
は
、
へ
こ
の
問
題
を
そ
う
單
純
祀
解
決
す
る
こ 

と
を
許
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
0
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六
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一
：

.一
月
に
勃
發
し
た
エ
ジ
プ
ト
問
題
の
結
果
、
ィ
f
 

ス
は
爲
替
平
銜
基
金
の
出
動
に
よ
り
ポ
ン
ド
の
維
持
を
®
っ
た
が
、
:
同
年
一 

ニ
月
四
日
マ
ク
ミ
ラゾ
薪
相
が
下
院
：で̂
表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ィ
ギ 

リ
ス
は
■.
一
月
中
に
牵
•，ド
ル
_
f -
一
 
偉
七
千
九
百
萬
ド.ル
の
減
少
を
來
た
：
 

し
、：

殘
高
は
十
九
億
六
千
五
苗
萬
ド
ル
と
，、：：
一ー‘十
傲
ド
ル
の
最
低
線
冷
割
る 

に
至
っ
た
。
こ
の
：公
表
に
對
し
、
.
ボ
ン
ド
の
平
價
.切
下
が
行
わ
れ
る
と
と
は 

な
い

で

あ

ろ

う

.
と

い

う

觀
方
が
一

般
で
あ

^ -

よ

う

で

あ

る

が

、

こ

う

し

た

事

態

^i

發
は
、
.'
も
ち
ろ
ん
ボ
ン
卞
の
自
由
交
換
性
の
囘
復
を
愈
々
お
く
ら
す 

.
要
因
と
な
る
.も
の
で
あ
る
。

.

第
二
次
大
戰
以
降^

し̂
て
来
た
自
由
交
換
性
へ
の
過
程
を
顧
み
る
と
、
そ 

.
4

は
地
域
的
自
由
性
を
強
く
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら 

ゾ
れ
る
。•卽
s

ダ

I
リ
.ン
：
グ

地

域

、3
i a

ッ
パ
支
拂
同
盟
、

ョ
丨
ロ
ッ
パ 

主
要
國
間
に
於
け
る̂

的
決
濟
制
度
、

或
は
ド
ル
地
域
の
 

一^
等
の
如
く 

に
、
.そ
の
地
域
內
L
於
け
る
自
由
交
^
!
を
ま
ず
保
持
し
ょ
う
と
す
る
方
向
を 

.示
レ
て
い
る
。
：
ご
のこ
と
は
、
j世
界

の

大

多

數

を

占

め

る

軟

貨

諸

國

が

、
.、.支

拂 

協
定
を
通
じ
て
決
濟
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
：と
い
う
點
か
ら
も
、
當
然
考
え
ら 

れ
る
•
.と
こ
ろ
で
あ
る
。
從
っ
て
完
全
自
由
交
換
性
の
實
現
が
可
能
で
あ
る
と
假 

诺
し
，て
%■
•
、
：
ま
だ
^

^

域
的
自
由
性
を
も
っ
た
幾
つ
か
の
段
階
を
踏
ま
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
世
界
爲
替
政
策
の
今
後
の
重
點
が 

斯
か
る
方
向
を
指
向
す
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
も
.、
-洗
し
て
誤
り
で
比
な
か 

ろ

う

と

考

え

ら

れ

る
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こ
と
^-
締
約
し
て 

い
る
が
、
.そ
の
實
現
ば
.と
に
角
と
し
て
、.そ
れ
は1

■つ
め
方
向
を
示
唆
す
る
も 

Q
で
あ
.ろ
う
。
' こ
う
し
た
動
向
は
、
外
國
爲
替
と
表
裏
を
な
す
貲
易
面
に
於
て 

も
觀
取
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
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